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Ⅳ 平成30年度　横浜市技術・家庭科研究部会　各区研究主題

区名 研　究　主　題

鶴見 『問題解決的な学習を目指した指導の工夫　～学校の実態的に応じて～』

神奈川
主体的・対話的で深い学びをめざした授業改善
技術：一般企業の教育サポートを利用した授業　家庭：生徒が主体となって行う調理
実習の事前計画

西 （ICTを活用した）主体的に学習に取り組める教材・教具

中 評価材料に関する研究（特に生活の技能に関する評価）

南 生徒の理解を深める魅力ある教材研究

港南 技術・家庭科におけるＩＣＴ活用の実態と問題点

保土ヶ谷 新学習指導要領実施に向けた取組

旭 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり

磯子 アクティブラーニングを取り入れた学習活動

金沢 深い学びを目指した授業の展開

港北
授業の充実に向けて
技術分野～計測制御について～　家庭分野～課題と実践の取組について～

緑 新学習指導要領を見据えた学習題材の検討

青葉 安全かつ効率的に授業を行うための教室づくり

都筑 ３年次の情報分野における評価・評定について

戸塚 新教育課程に向けた各校の取り組み

栄
【新学習指導要領に向けて】
・技術「双方向のプログラミング」
・家庭「環境に配慮した製作」

泉 生徒の意欲を引き出す授業の工夫

瀬谷 新学習指導要領に向けたカリキュラム作り



１，研究主題

５月１日（火） 鶴見中学校

１０月１１日（木） 矢向中学校

１０月１７日（水） 鶴見中学校

１１月１４日（水） 鶴見中学校

技術分野

A 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

１年

・発芽の観察では、観察の時に感じた
疑問点を書き出し事前に図書館司書
にお願いして用意してもらった資料を
活用して図書室で調べ学習を行う。
・夏季課題として自宅での観察・開花
レポートを作成する。

B 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

Ａ材料と加工に関する技
術
（３）製作品の設計・製作

身近な問題
を解決するも
のをつくろう

・製作品の機能、構造などの検討
・材料取り、部品加工、組立て、仕
上げ

・基礎技能を習得させるために、練習
製作を行ってから問題解決的な題材
に進むようにしている。
・授業時間内で完成させるために、設
計段階でのチェックを念入りに行い、
必要なら設計変更させる。

C 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

C;生物育成に関する技術
（２)生物育成に関する
　技術を利用した栽培
　または飼育

栽培計画・観
察

種植え・発芽・開花を実習を通し
て観察・調べ学習を行う

・理科の『植物の観察』を基本に観察
レポート（スケッチ）を行う。

２年

Ａ 材料と加工に関する技術 製作品の設計
製作

設計製作の基礎基本 製作品のイメージが明確にならない生
徒が多いので、教科書の作品を生徒
が多いので、教科書の作品を参考に
させたり先輩の作品を見せ参考にさせ
たり先輩の作品を見せたりして構想さ
せる。たりして構想させる。できるだけ
オリジナルの作品を作れるよう質問に

平成３０年度　鶴見区技術・家庭科　教育研究部会　研究報告

『問題解決的な学習を目指した指導の工夫　～学校の実態的に応じて～』
２，主題設定の理由

３，研究過程

　本年度は、「問題解決的な学習を目指した指導の工夫～学校の実態に応じて～」を中心に特に特色ある指導方法
をアンケート形式で回答いただき、その内容を討議に教科研究会を行った。
　本年度は、教えたい必須（基本知識と基礎技能）から、工夫されている指導（指導の工夫）を各校の実態に応じて、
情報交換を含め研究会で討議し、各校、今後の学習指導につなげていきたいということで、前年度の研究を少し深
めた『問題解決的な学習を目指した指導の工夫』を研究主題に設定した。

今後の確認
第２回研究会　研究授業

第３回研究会

４，各校アンケートまとめ (各校特色ある内容を抜粋）

第１回研究会　研究テーマの設定

必修教科など評価・評定に関する情報交換

各校にアンケート用紙配布
第４回研究会
アンケートによるまとめについて検討
研究報告について最終検討および確認



Ｄ 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

２年 Ｄ．情報に関する技術

C;生物育成に関する技術
（２)生物育成に関する
　技術を利用した栽培

E 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

2年
栽培計画・観
察
水耕栽培
サラダ水菜
ベビーリーフ
スイートバジ
ル

F 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

２年 情報の技術
ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ
ｿﾌﾄ

インターネットを利用した調べ学習 学活、総合、社会科と連携して

で作品を作ろ
う

情報モラルや著作権について 課題を生徒に選択させる

ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄの操作 作品の発表をおこない、
良いものを学年集会(総合)など
で発表する

Ｇ 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

１年

家庭分野

A 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

・画像の取り扱い
・プレゼンテーションソフトの使い
方

・人に紹介するためには自己満足で終
わらず、見やすさの工夫やオリジナル
ティについて考える

（２）イ　多様なメディアを
複合し、表現や発信が
出来ること

好きなモノ・ヒ
トを
紹介しよう ・個人差が大きいので数人のグループ

で分からないことは教え合ったり、見
せ合ったりを積極的に行う。

夏休み前か
ら栽培計画・
観察

観察しレポート作成ができるよう
に記録をとっておく。

・夏季課題で育成するが、2学期の授
業でパソコンを活用してレポートをしあ
げる。

C 生物育成に関する技術

（１）生物の育成に適する
条件と育成環境を管理す
る方法

　生物育成に関する技術
の適切な評価・活用

（２)生物育成に関する技
術を利用した栽培または
飼育

C;生物育成に関する技術
（２)生物育成に関する
　技術を利用した栽培
　または飼育

栽培計画・観
察

種植え・発芽・開花を実習を通し
て観察・調べ学習を行う

情報との活用でデジカメを活用し観察
記録を撮り、印刷、所見を記入しレ
ポートを提出する。
デジカメなどがない場合、挿絵でもＯＫ

 作物を毎回観察し、成長過程での問
題を発見し、問題解決方法をコン
ピュータで調べて手入れに活かす。
1回目（授業）と2回目（夏休み）に種を
分け、夏休みの宿題では1回目（授業）
より、よりよく手入れをし、収穫量を増
やして技能が身に付いたという達成感
を味わう。また、夏休み中は観察記録
とともに収穫できた作物で料理をして
レポートを記入する。

栽培実習を通して生物の成長に
ついて基本的な手入れの方法を
理解し、技能を身に付け、収穫す
る。
実習した栽培方法以外についても
学習し、地域や環境を視点にして
考え、評価する。



B;食生活と自立

２年
（３）日常食の調理と
　　　　　地域の食文化

調理実習 ・日常食の調理（魚・野菜）
・調理手順などの時間内に作業が
出来るように時間配分と作業の
効率化を考える。
・調理以外にも、着色料
                        の実験を行う。

D；身近な消費生活と環境
（１）家庭生活と消費

消費生活と
環境

・消費者の権利と責任
・悪質商法
・環境問題

・資料を活用して、
               ロールプレイングする。

B 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

B：食生活と自立 献立作り
栄養的にバランスの良い１日分の
献立を立てる。

・朝食、昼食をもとに栄養バランス的に
バランスが良いか考えさせる。

C 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

衣生活
夏休み中に
家族の分の
洗濯実習

普段何気なく使っている洗濯機や
洗剤・漂白剤・柔軟剤について詳
しく調べレポートにするなかで、
環境に優しい洗濯の仕方を
考察する。

それぞれの家庭には、その家庭なら
ではのやり方があるので、教科書を
参考に、各自のやり方の違いを知る
目的。なぜその方法をとるのか、
他者の違いにも気が付かせる。

調理実習
各実習は、すべて与えたレシピ通
り

ﾎﾜｲﾄｼﾁｭｰ・きゅうりの薄切り
各実習には、必ず包丁の実技テ
スト
が行われる。

地域の保護者に年度初めボランティア
を募集して、連絡を取り合いながら、
調理実習と被服実習に参加してもらっ
ている。

ミートソースｽﾊﾟｹﾞｯﾃｨ
                      ・温野菜ｻﾗﾀﾞ

（薄切りの輪切り３０秒間・玉ねぎ
の
みじん切り1分間・梨の皮むき1分
間）

各実習には1から4名程度の
         ボランティア参加がある。

鮭のムニエル・澄まし汁
                         ・粉ふきい
日常食の調理と
                地域の食文化

家族のため
に
食事作り

夏休み中に、2日間は作る。 何を作るか、自分のレベルを家族と相
談しながら、決定していく。忙しい保護
者

必ず保護者からのコメントを
もらってくる。

3年

幼児のための手作りおやつ
（ひとり1枚クレープを焼く）

ボランティアも参加して実習時の
相談相手になってもらう。

コミュニケーションの力も大切なので、
生徒たちに積極性を出させている。

コミュニケーションの
                    力をつけさせる。

D 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

１年 私たちの食生活
バランスの良い献立を作るために
６つの食品群と栄養素を知る

・体に必要な食品群を考え、
そのためのバランスの良い食事

献立作りと食品の選択 献立を考えられるようにする
食品の選択 ・グループワークの発表をする

2年 私たちの衣生活と住生活
生活を豊か
に

・環境を考えて生活を豊かにする
ためのものを作る。

・生活で使えるように工夫させる
・正しく安全に作業できるよう指導する

・ミシンを使いこなす

１年 バランスの良い食事に
                     ついて考えよ
う

・料理の組み合わせに
              配慮しているか考えさせる。

2年

バランスの良
い食事につ
いて

・自分の考えた工夫を
                     形にできるようにする



・基礎縫いができる

E 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

１年 B：食生活と自立 献立作り
栄養的にバランスの良い１日分の
献立を立てる。

・朝食、昼食をもとに栄養バランス的に
バランスが良いか考えさせる。

バランスの良い食事について
考えよう

・料理の組み合わせに配慮しているか
考えさせる。

F 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

１年 Ｂ食生活と自立
（３）日常食の調理と
                   地域の食文化

りんごの
皮むきテスト

包丁を持っている親指の使い方を
学んで安全に効率よく包丁を使用
できるようにする。

１回目：教室で包丁の使い方のポイン
トを説明する。
２回目：１時間の授業の中で生徒が家
から持ってきたりんごを使用して皮む
きの練習をする。
３回目：包丁テスト
４回目：もう少し包丁に慣れてほしい
生徒に再度アドバイスしてりんご皮の
むき方の確認をする。

２年 Ｃ衣生活・住生活と自立 浴衣を着る 洋服と和服の違いを体感する。 授業で和服のことを学習後、授業時間
の中で外部講師に来てもらい全員浴
衣の着用体験をする。たたみ方も教え
てもらう。次の時間に体験してわかっ
たことなどをプリントに記入し発表す

G 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

1年

H 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

B;食生活と自立

１年
（３）日常食の調理と
　　　　　地域の食文化

調理実習 ・日常食の調理（魚・野菜）
・調理手順などを掲示し時間内に作業
が
・調味料を前で計量させることで、手順
を理解できるようにしている。

・自分の考えた工夫を
                     形にできるようにする

C
（１）衣服の選択と手入れ
ア,衣服と社会生活とのかか
わり、
   目的に応じた着用や個性
を生
   かす着用の工夫
イ,衣服の計画的な活用や選
択
ウ,衣服の材料や状態に応じ
た
    日常着の手入れ

（３）衣生活、住生活などの
                        生活の工夫
ア,布を用いた物の製作、
 生活を豊かにするための工
夫

キッチン
     ストッカー 基礎縫いを身に付ける。

題材（キッチンストッカー）に入る前に
題材の大きさの布を半分にして、
・線を引く
・まち針の使い方
・しつけをする
・並縫いをする（名前を縫う）
・玉留め１０カ所以上を使ってデザイン
を考えるなど事前に練習を行った。
この後、キッチンストッカーに入った。



・調理以外にも、手洗いの実験を行
D；身近な消費生活と環境
（１）家庭生活と消費

消費生活と
環境

・消費者の権利と責任
・悪質商法

・資料を活用して、
               ロールプレイングする。

I 中学校
学年 領域 題材

教えたい必須
（基本知識と基礎技能） 指導の工夫

1年 Ｂ：食生活と自立 ①夏休み前の授業で献立について
　　学ぶ。

(3)日常食の調理と 献立を立てる ②夏休みの宿題で「1食分の献立を　夏休みの宿題を見直し、足りない
　　　地域の食文化 　立てて、実践する。」 　栄養素を書き留める。

①②を踏まえて、1日分の献立を
　考える。

　＜グループワーク＞意見を出 　栄養の過不足を最終修正する。
表にまとめる。

　＜発表＞

　ほかの班のよかったところを
　まとめる。

まとめ
 本年度は、各領域や題材などにおける指導の工夫点をアンケート形式でとりました。各校、昨年度以上に細かい指導の
工夫に加え、互いの考えについて意見交換したりすることを通して、新たな考え方に気付いたり。自分の考えを深めるよ
うな対話的な授業も多くなってきているのではないだろうか。指導の工夫からどのように評価カードの活用やタブレットPC
の利用が考えられる。タブレットPCの活用により指導法の仕方（アプリの利用）により指導の工夫が考えられる。このこと
から、来年度から活用できる情報が多くあげられて、多くの情報交換ができた。さらに、指導力が高めていきたい。





＜家庭分野＞ 

１ 研究主題設定の理由 

 

 調理実習は生徒の関心が高く、国立教育政策研究所が 2009年に中学 3年生を対象に行った「特定の課

題に関する調査（技術・家庭）」の結果、「調理実習が好き」と回答した生徒は「どちらかといえば好き」

まで含めると 88.4％に及ぶ。多様化する現代の食生活の中で、生徒自身がこれからの食生活を主体的に

営む力を身に付けていくことは大変重要である。しかし、家庭科全体の授業時数の不足もあり、教師主導

型の授業になりがちで、生徒自身が調理をすることに対して課題意識をもって主体的に取り組むことに

は至っていないのではないかと感じる。 

 神奈川区では調理実習の事前学習に着目し、生徒が主体的に学ぶことができる、授業展開や教材開発 

が必要であると考え、研究主題として設定した。 

 

２ 研究の経緯 

 

６月  前期研究総会、研究主題、年間計画の検討 

 ７月  意見交換 

 9月  授業内容検討 

 11月  研究授業、研究報告まとめ 

 

３ 研究内容 

 

調理実習の事前指導の授業内容の区内の状況は、作り方の手順を教員が一方的に説明し、生徒が個人で

作り方をまとめるという内容が主であった。そのため、主体的・対話的で深い学びをめざし、付箋を用い

て作り方の要点を生徒同士でまとめるという授業案を考えた。研究授業では、「肉じゃが」「青菜のごま和

え」を班に分かれて生徒同士が話し合い、「おいしくするためのポイント」「効率よく作業を進めるための

ポイント」「衛生・安全に関する注意事項」「環境に配慮した行動」の 4つの視点から調理中の注意点につ

いてまとめた。授業の前半では、各班の中で計画表を完成させていき、授業の後半では、それぞれの班で

完成した計画表を見せ合うことで、1つの班の中では気が付くことのできなかった視点を新たに取り入れ

ていた。まとめの時間では、班で話し合ったことを個人のワークシートに書き写し、手順を個人が確認で

きるようにした。 

 

４ まとめと考察 

 

 全体で共有した作り方を班に分かれて少人数で話し合う中で、4つの視点を与えることによって、それ

ぞれの視点から調理の手順について学びを深め合う姿が見られた。一方で、今回の授業では、班での話し

合い、全体での共有、個人の振り返りまで内容にあったため、個人の振り返りはなくした方が班活動の時

間を十分にとることができたのではないかという意見も反省の中で挙げられた。今後は 1 つの授業の中

で生徒の話し合い活動を充実するための内容を検討する必要があると考える。 



区 番 号 

平成 30 年度 神奈川区技術・家庭科研究部会 研究報告 

１ 研究主題 

主体的・対話的で深い学びをめざした授業改善 

技術：一般企業の教育サポートを利用した授業 家庭：生徒が主体となって行う調理実習の事前計画 

 

＜技術分野＞ 

２ 研究主題設定の理由 

 主体的に取り組める授業づくりの為に一般企業のどのような教育サポートがあるか、 また、企業の

専門性や特殊性を生徒が学ぶことによって、「ものづくり」に興味関心を持てるようにしたいので、この

研究主題に決定した。 

 

３ 研究の経緯 

６月  前期研究総会、研究主題、年間計画の検討 

 ７月  意見交換 

 １０月 研究報告まとめ 

 

４ 研究内容 

 

 

 

  

 

 

 いくつかの企業の取組がありましたが、二つの企業の取組をまとめました。 

ジェームズダイソン財団のプログラムではサイクロン掃除機を分解、組み立てを通して、問題解決に関

するグループワークを行う。また、教材のみ貸し出しも行っている。 

ＴＨＫ株式会社のプログラムでは「ころがり技術で○○を楽に運び出せ」という重いものを運ぶことを

目的にグループワークを行い設計、仕様を検討する。このほかにもロボットアームを題材にしたプログ

ラムもある。 

 

５ まとめと考察 

 専門的な知識や学校では用意できない教材などを使い、問題解決するためのグループワークなどが取

り入れられているので、生徒の興味関心を引き出しやすい内容が多くみられた。一方、授業の準備などで

企業との打ち合わせや、事前の学習、授業本体の時間が 2 時間設定になっているなど、安易に活用でき

ない点もある。今後はこのようなことを勘案し、効率よく企業と協力していければよいと考える。 

2 



区番号 

平成 30 年度 西区技術・家庭科教育研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

 「（ICTを活用した）主体的に学習に取り組める教材・教具」 

２ 研究主題設定の理由 

 昨年度から西区では生徒が主体的に学習に取り組める教材・教具の工夫につ

いて研究を進めてきた。情報化が進む現代社会において ICTを活用した教育は、

21 世紀を生きる子どもたち求められる力を育むと考えられており、文部科学省

においても「第 2 期教育振興基本計画」の中で確かな学力をより効果的に育成

するために ICT の活用を推進することが求められている。そこで各校で実際に

ICT 活用した授業を行い、その授業展開の方法などを共有することにより、区

内の授業をよりよくすることを目的に本研究主題を設定した。 

 

３ 研究の経緯 

 ○研究主題と研究の方向性について検討（5月） 

 ○「（ICTを活用した）主体的に学習に取り組める教材・教具」について 

各学校で準備（5～8月） 

 ○教具などを持ち寄って意見交換（9月） 

 ○研究の実践報告（11月） 

 

４ 研究内容 

 （１）私たちの食生活 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

 調理実習前の座学の授業

において ICT 機器を活用

し、作業の映像を見せなが

ら説明を行った。実際の調

理実習がスムーズにでき

た。 

⇒ニンジンの「いちょう切

り」やトマトの「くし切り」

など具体的なイメージをも

って作業を行えた。生徒 2人

に 1台程度配置することで、

子どものペースに合わせて

使用できる。 



 （２）製作品の設計・製作 

 「製作に必要な図を知ろう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ まとめと考察 

 実際の生活に近い内容を学習している技術・家庭科の学習では、以前から主体

的に学習する方法や展開を行っている。各校で生徒の実態に応じて、工夫しなが

ら様々な授業展開を行っていることが分かった。 

タブレット等の ICT を活用した授業展開により、よりわかりやすいと感じる

生徒もいるが、一方で目の前で教員による見本の動きがあったほうが作業に取

り掛かりやすい生徒の様子も見受けられる。近年では生活の多様化や時代の背

景など様々な変化が起きている。社会や生活からニーズの変化を分析し、それに

応じた学習内容や方法を変えていくことが重要であると共に生徒の実態を把握

し、生徒に合わせた授業展開が必要と考えられる。また ICT 機器の活用した授

業展開を行うためには機器の準備や管理が必要不可欠である。生徒に利用させ

る場合、台数を確保することができない、（機器本体だけでなくデータも含めて）

管理・保守できる教員がいない場合など難しい場合もある。教科の特性として授

業コマが固まっている場合が多く、授業と授業の間の管理や準備する時間がな

いことも考えられる。今後も、管理・保守の在り方を含めて引き続き研究の必要

があると考えられる。 

立体の模型と ICT機器を活用し、生徒に課題の立体をイメージしやすい支

援を行った。「奥行き」など実際の模型のどの部分を表しているのかわかりや

すいと感じる生徒がいた。一方で、理解はしていても描き方がわかりづらい

生徒もいた。ICT機器の活用により、わかりづらい部分に戻ることも素早く

でき指導のしやすさもあるが、教員が実際の板書や生徒の目の前で製図の作

業をすることが理解につながる生徒もいた。⇒生徒の理解にあった支援の在

り方については、生徒の実態を把握し適切な方法を模索する必要がある。 



区番号 

平成 30 年度 中区技術・家庭科研究部会 研究報告 

１ 研究主題 

評価材料に関する研究（特に生活の技能に関する評価） 

２ 研究主題設定の理由 

   現在、中区の技術・家庭科の教員は、正規雇用の職員が少なく、非常勤講師や臨時任

用職員、他教科と掛け持ちで授業を行っている職員がほとんどである。また、新しく技

術・家庭科の授業を受け持つ職員もいるが、校内で一人しかいない教科のため、授業内

容や評価について、相談することがなかなかできないという実情である。さらに、新学

習指導要領の全面実施にむけて、各学校の特性、地域性を踏まえ、学習活動を設定し、

それに伴う評価内容の検討をしていく必要がある。そこで、研究主題として、生活の技

能の評価材料を取り上げ、よりよい評価方法を検討する。 

３ 研究の経緯 

  各学校の評価計画や評価資料、評価をどのように生徒に提示しているか等、取り組みに

ついて研究会を通して情報交換し、よりよい評価方法を討議した。 

４ 研究内容 

  【技術分野】  

内  容 評価資料や実習題材 評価内容や基準 その他 

（生徒への提示方法など） 

材料と加工に関す

る技術 

製図（実習、テスト等） 

  

（木材を使った）作品の製

作 

 

・寸法や角度など描き方が

適切か 

・さしがねを正しく使って

寸法線が引けたか 

・工具を正しく使い切断、部

品加工ができたか（切断面

が真っ直ぐか、寸法線通り

か等） 

・組み立て（下穴を正しくあ

けられたか、釘が真っ直ぐ

打ち込めたか等） 

製図に直接評価を記入 

製作カード、ワークシートに

点検時の評価を記入 

エネルギー変換に

関する技術 

 

作品の製作 

 

工具を適切に使い、作品の

製作ができているか（はん

だづけの手順や仕上がり

等） 

製作カード、ワークシートに

点検時の評価を記入 

４ 



生物育成に関する

技術 

ポット栽培 

 

育成計画を立てることがで

きたか 

生育に合わせて適切な作業

を行えたか 

育成計画表、栽培記録用紙に

評価を記入 

情報に関する技術 プレゼンテーションの制作 

 

 

計測・制御プログラムの制

作 

設計図が描けたか 

テキスト、画像、アニメーシ

ョン等が効果的に使えたか 

・目的にあったプログラム

の作成ができたか 

設計図に評価を記入 

評価シートに記入 

 

 

ワークシートに記入 

【家庭分野】 

５ まとめと考察 

   各学校の取り組みについて、知ることができた。様々な学校のワークシートや、カー 

  ドなどを見ることで、生徒にとってわかりやすいものを選んで取り入れていく。 

今回は生活の技能に関する評価についての情報交換が主な取り組みだったので、 

今後、より適切な評価ができるように改善していく。また、新学習指導要領に向けた評

価の設定をしていけるとよい。生活の技能だけでなく、他の観点についても題材の設定

と評価について、討議していきたい。 

内  容 評価資料や実習題材 評価内容や基準 その他 

（生徒への提示方法など） 

家族・家庭と子ど

もの成長 

映像を見てワークシート 

ロールプレイング 

おもちゃ作り 

年齢や発達段階に適した声

掛けや行動ができるか 

安全かつ幼児の喜ぶ作品か 

レポート、ワークシートに

評価を記入 

食生活と自立 献立作り 

調理実習 

実技テスト 

食品群ごとの摂取量目安を

考えて献立がつくれたか 

正しい手順で調理できたか 

果物・野菜切り方 

ワークシート、評価シート

実習計画書に評価を記入 

衣生活・住生活と

自立 

コーディネート 

作品の製作 

TPOにあったコーディネー

トができるか 

玉結び、玉留め、ボタン付

け、ミシン縫い、まつり縫い

等が正しくできたか 

ワークシート、製作カード

に評価を記入 

身近な消費生活と

環境 

商品購入のシミュレーショ

ン 

販売方法や品質などを踏ま

え、自分の生活に必要な物

資を適切に選ぶことができ

るか 

ワークシートに評価を記

入 







平成 30 年度 港南区技術・家庭科教育研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

技術・家庭科における ICT活用の実態と問題点 

 

２ 研究主題設定の理由 

 昨年度、各学校の ICT 機器導入の状況について調査を行った。今年度は、技術・家庭科

において、ICT機器がどのくらい活用されているのか、その実態を調査し、各校の取組の参

考になるように設定した。 

 

３ 研究の経緯 

 区内の各学校にアンケートを配布し、その回答を中心として考察した。 

 

４ 研究内容 

 アンケート調査の結果 

①技術・家庭科におけるＩＣＴ機器の内容ごとの使用状況について 

  技術分野においては、回答されたすべての学校が何かしらのＩＣＴ機器を使用してい

る。使っている機器は、デスクトップパソコン、ノートパソコン、プロジェクタ、校内情

報配信システム、実物投影機、ディジタルカメラ、タブレット端末が挙げられた。 

  使用方法については、Ａ～Ｄ全内容において、パソコンでディジタル教科書を利用して

いる学校や、プレゼンテーションソフトウェアを使って、説明をしている学校もあった。  

内容ごとについては、次のとおりである。Ａ材料と加工においては、実物投影機を用い

て製図の描き方の説明をしたり、ディジタルカメラやタブレット端末を用いて、作品を撮

影し評価・鑑賞のために利用したりしている。Ｂエネルギー変換においては、実物投影機

を用いて、はんだ付けの仕方などを説明したり、校内情報配信システムを用いて、資料映

像を流したりしている。Ｃ生物育生においては、実物投影機を用いて資料を拡大表示して

説明するときに使うなどしている。Ｄ情報においては、デスクトップパソコンを用いてデ

ィジタル作品の制作やその作品の発表会、計測・制御の実習などに使用している。 

  Ａ～Ｃの内容において ICT 機器を使用しない場面は、使用しないことが授業の目的を

達成するのに適していると考えられる場合と答えている学校が多かった。 

  家庭分野においては、ＩＣＴ機器を積極的に使用している学校もある一方、ほとんど使

用していない学校もあった。使っている機器は、ＤＶＤプレーヤーが多い。その他にノー

トパソコンや校内情報配信システム、タブレット端末などが挙げられた。 

  使用方法については、Ａ～Ｄ全内容において、ＤＶＤプレーヤーで教材映像の視聴を行

う学校や、プレゼンテーションソフトウェアを使って説明をする学校があった。 



内容ごとについては、次のとおりである。Ａ家族・家庭と子どもの成長においては、プ

レゼンテーションソフトウェアを用いて絵本を作成、生徒の作品を例示に使用している。

Ｂ食生活と自立においては、タブレット端末を用いて、献立作りの授業で生徒の作った献

立をクラス全体で共有するために使用している。Ｃ衣生活・住生活と自立においては、校

内情報配信システムを用いてミシンの使い方の映像を見せたり、プレゼンテーションソ

フトウェアで作成した資料で民族衣装の説明をしたりしている。Ｄ身近な消費生活と環

境においては、ＤＶＤプレーヤーを用いて、カードの使い方などの映像を見せている。 

  使用していない内容がある場合、使用しない理由は、ＩＣＴ機器が学校にあるが気軽に

借りて使うことが難しいなど、使える環境ができていないことや機器の使い方が分から

ないという意見が多かった。 

 

②『技術・家庭科においてタブレット端末（iPad）を使用する授業は、どのようなことが考

えられますか。』についての回答結果 

技術分野では、『栽培実習の時に育成記録をディジタル写真に撮って記録に残す。』『作

品を写真に撮って記録に残す。』『調べ学習、グループワーク（発表など）、情報モラル』

『ＴＶにつないで動画などを見せる。写真や動画を撮る。』などが挙げられた。 

家庭分野では、食生活において『調理で、クックパットとかクラシルを見せる。』『調理

実習の各班の調理の様子を取り、後で発表する。』『朝食を写真で撮り、iPad に移して、

テレビに表示して 6 つの食品群の振り返りに使用する。』、衣生活において『衣服製作の

際に各班に 1台まつり縫いの手元を撮影した動画を入れた iPadを渡し、その動画を参考

に実践する。』『浴衣の着方の動画を用意し、その動画を見ながら（教科書の説明も読み取

りながら）、自分たちで着付けをする。』などが挙げられた。 

 

５ まとめと考察 

 今回、港南区の技術・家庭科の授業でのＩＣＴ機器の使用状況やタブレット端末（iPad）

を活用して実施した授業について調査を行った。多くの学校が、各内容でＩＣＴ機器を活用

して生徒にその内容が分かりやすくなるように、工夫して使われていた。 

 技術分野では、あえてＩＣＴ機器を使わない指導のほうが、授業の目的を達成しやすいよ

と感じられる意見もみられた。 

 家庭分野では、ＩＣＴ機器を使用したいという気持ちがある一方、使い方が分からなかっ

たり、環境が整っていなかったりして、使用できていないという意見もあった。 

今後、教員がＩＣＴ機器の活用方法が分かる研修会を充実させて、より実践的に使われる

各学校の環境を整える必要があると感じた。授業でのタブレット端末を含めたＩＣＴ機器

の有効な活用方法を知らせるためにも、ＩＣＴ機器の具体的な使用例を区研究部会で情報

を共有し、よりよい授業を目指していくことが今後、更に強く求められてくと思われる。 



技術分野

使用しているICT機器 どの学習内容（目的）で、どのように使っているか。
ノートパソコン・プロジェクタ ディジタル教科書
ノートパソコン・プロジェクタ 材料の性質、丈夫にする方法などをプレゼンテーションソフトを使って説明
ノートパソコン 木材の性質・工具の使い方をプレゼンテーションソフトを使って説明
ノートパソコン キャビネット図などの描き方
校内情報配信システム 金属の性質のＶＴＲを見せている。
ディジタルカメラ・タブレット 作品を写真に撮って評価、良いものは作品のみ紹介する。ビデオで紹介。
実物投影機・プロジェクタ キャビネット図などの描き方

デスクトップパソコン・プロジェクタ ディジタル教科書
ノートパソコン・実物投影機・プロジェクタ エネルギー変換、発電、機械の運動などをプレゼンテーションソフトやプリントを使って説明
実物投影機・プロジェクタ はんだ付けの仕方など
ノートパソコン 映像を流している.
校内情報配信システム 節電についてＶＴＲを見せている。

デスクトップパソコン・プロジェクタ ディジタル教科書
ノートパソコン プレゼンテーションソフトを使って植物の育て方を説明している。
ノートパソコン・プロジェクタ 技術の評価・活用時にプレゼンテーションソフトやプリントを使って説明。
実物投影機・プロジェクタ ワークやプリントを見せて説明するときに使う。

デスクトップパソコン ディジタル作品の作成
デスクトップパソコン・プロジェクタ ディジタル作品の作業方法を見せるのに使っている。
デスクトップパソコン・ノートパソコン・プロジェクタ ディジタル教科書　作品の発表会
デスクトップパソコン マルチメディアの取り扱いを授業で実践している。ワードでウェブページを作成。ハマロボの制御を行っている。
デスクトップパソコン 授業の手段として
デスクトップパソコン プログラミング　ネット社会の歩き方など　情報モラルの教材
デスクトップパソコン ディジタル作品の制作、計測・制御（プロロボ）
ノートパソコン・実物投影機・プロジェクタ コンピュータ、ネットワークの仕組などをプレゼンテーションソフトやプリントを使って説明。

技術・家庭科においてタブレット端末（iPad）を使用する授業は、どのようなことが考えられますか。記入してください。
技術分野 栽培実習の時に育成記録をデジタル写真に撮って記録に残す。

作品を写真に撮って記録に残す。
調べ学習、グループワーク（発表など）、情報モラル
ＴＶにつないで動画などを見せる。写真や動画を撮る。

港南区　技術・家庭科におけるICT活用の実態と問題点に関するアンケート調査の集計結果(7校回答)

技術・家庭科におけるICT機器の使用状況について内容ごとに答えてください。

上記のA～Dの中で使用していない内容がある場合、使用しない理由について、○をつけてください（複数可）　　※□／７の数字は、それぞれの選択肢で、7校の学校中何校○をつけたかを表す。
３／７  全内容で使っている。
０／７  使用したいICT機器が学校にない。
０／７  ICT機器が学校にあるが、使える環境ができていない。（設定ができていない・故障しているなど）
１／７  ICT機器が学校にあるが、使える環境ができていない。（台数などの関係で気軽に借りて使うことが難しいなど）
０／７  ICT機器が学校にあるが、使える環境ができていない。（その他：　　　　　　　　　　　　　　　　）
０／７  ICT機器の使い方がわからない。
０／７  ICT機器の使い方はわかるが、授業の中でどのように生かしていくのかがわからない。
４／７  あえてICT機器を使わないほうが、授業の目的を達成するのに適している。

Ａ　材料と加工

Ｂ　エネルギー変換

Ｃ　生物育成

Ｄ　情報



家庭分野

使用しているICT機器 どの学習内容（目的）で、どのように使っているか。
ＤＶＤ
ノートパソコン 授業の流れをパワーポイントで。　生徒の作品を示す。
ＤＶＤプレーヤー 教材映像の視聴
ＤＶＤプレーヤー 学習する前や学習後に理解を深めるために短時間（30分くらい）にまとまったＮＨＫＤＶＤ教材を使用している。
ノートパソコン パワーポイントで絵本を作らせている。
校内情報配信システム 幼児の1日の生活をビデオを通して学習するために使用している。

ＤＶＤ
ノートパソコン 授業の流れをパワーポイントで。　生徒の作品を示す。
ＤＶＤプレーヤー 教材映像の視聴
ＤＶＤプレーヤー 学習する前や学習後に理解を深めるために短時間（30分くらい）にまとまったＮＨＫＤＶＤ教材を使用している。
ノートパソコン
タブレット端末（ipad/AppleTV) 献立作りの授業で生徒の作った献立をクラス全体で共有するため。
校内情報配信システム 調理実習のための事前学習で調理室の使い方、野菜の切り方などビデオを通して使用している。

ＤＶＤ
ノートパソコン 授業の流れをパワーポイントで。　生徒の作品を示す。
ＤＶＤプレーヤー 教材映像の視聴
ＤＶＤプレーヤー 学習する前や学習後に理解を深めるために短時間（30分くらい）にまとまったＮＨＫＤＶＤ教材を使用している。
ノートパソコン 民族衣装をパワーポイントで説明。
ＤＶＤ 基礎縫い
校内情報配信システム ミシンの使い方（上糸・下糸のつけ方）

ＤＶＤ
ノートパソコン 授業の流れをパワーポイントで。　生徒の作品を示す。
ＤＶＤプレーヤー 教材映像の視聴
ＤＶＤプレーヤー 学習する前や学習後に理解を深めるために短時間（30分くらい）にまとまったＮＨＫＤＶＤ教材を使用している。
ノートパソコン
ＤＶＤ カードの使い方

技術・家庭科においてタブレット端末（iPad）を使用する授業は、どのようなことが考えられますか。記入してください。
家庭分野 食生活　例えば、私の朝食を写真で撮り、ipadに移して、テレビに移し6つの食品群の振り返りに使用する。

　　　　　 日本の郷土料理を各班で調べる。
　　　　　 調理実習の手順をipadで撮影し、プロジェクタで流す。
　　　　　 献立作りの途中で早く進んでいる生徒の献立を写真で撮り、全体に共有する。
衣生活　衣服製作の際に各班に1台まつり縫いの手元を撮影した動画を入れたipadを渡し、その動画を参考に実践する。
　　　　　 浴衣の着方の動画を用意し、その動画を見ながら（教科書の説明も読み取りながら）、自分たちで着付けをする。
　　　　　 繊維の原料の画像を用意し、視覚教材として使用する。綿⇒コットン、毛⇒羊など
話し合い活動のときの付箋がわり
調理実習の各班の調理の様子を取り、後で発表。
授業後の作品をとる。
調理で、クックパットとかクラシルを見せる。

技術・家庭科におけるICT機器の使用状況について内容ごとに答えてください。

上記のA～Dの中で使用していない内容がある場合、使用しない理由について、○をつけてください（複数可）　※□／７の数字は、それぞれの選択肢で、7校の学校中何校○をつけたかを表す。
５／７  全内容で使っている。
０／７  使用したいICT機器が学校にない。
０／７  ICT機器が学校にあるが、使える環境ができていない。（設定ができていない・故障しているなど）
２／７　ICT機器が学校にあるが、使える環境ができていない。（台数などの関係で気軽に借りて使うことが難しいなど）
１／７　ICT機器が学校にあるが、使える環境ができていない。（その他：　　　　　　　　　　　　　　　　）
２／７  ICT機器の使い方がわからない。
０／７　ICT機器の使い方はわかるが、授業の中でどのように生かしていくのかがわからない。
０／７  あえてICT機器を使わないほうが、授業の目的を達成するのに適している。

Ａ　家族・家庭と子どもの成長

Ｂ　食生活と自立

Ｃ　衣生活・住生活と自立

Ｄ　身近な消費生活と環境



平成３０年度 保土ヶ谷区 技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１． 研究主題 新学習指導要領実施に向けた各校の取組 

２． 設定理由 新学習指導要領実施に向けて、実施計画や教材について情報交換を行い、参考に

しあうことで、円滑な移行に役立てる。 

３． 研究経緯  ６月４日（月）区教科前期研究総会 研究主題の決定 年間計画の確認等 

     １１月６日（火）区教科後期研究総会 研究授業 研究のまとめ等 

４． 研究内容 

 

５． まとめ 

新学習指導要領実施に向けて、「育成を目指す資質と能力」の向上を効果的に実践できる

年間計画の作成を進め、学習効果を高める教材を考え、その情報を共有することで少人数教

科の不利を補うとともに、授業の中で活用していくイメージを膨らませることができた。 

今後、新学習指導要領に沿った年間計画を立てるにあたり、研究授業を参考に、「三年間

を見すえた授業計画を立て、生徒の成長につながる授業を行うことが大切」との助言をいた

だいた。 

項目 教科 分野 説明
技術 情報 ３月の授業で次年度につながる課題を設定し継続性をもたせる。

食生活 理科、保健体育との横断
住生活 保健体育との横断
消費生活 社会との横断
情報 旅行行事とコラボしてネット検索やモラルの学習をする。
情報 ロボコンの取組の中で特許申請や知的財産も学習させる。
衣生活 ペーパー浴衣を製作し和服の構成理解を図る。
衣生活 帯結び・たたみ方の実習。
住生活 幼児・高齢者と家庭内事故の関連から特徴・防ぎ方を学習する。
住生活 介護について扱う。

材料と加工 スプーンを例とした素材の学習。
材料と加工 数学の立体模型を用いて第三角法の説明を行い理解しやすくする。
エネルギ 特許申請用紙を作成させる。
情報 プレゼンテーションソフトで発表し、相互評価させる。
衣生活 資源・環境に配慮し弁当袋をエコバッグに変更。
衣生活 授業の中で和服の着装を見せる。

年間
計画 家庭

教材
技術

家庭

授業

技術

家庭



 

平成 30 年度 旭区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業づくり 

 

２ 研究主題設定の理由 

 新学習指導要領では、「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善が求められ

ている。これまで技術・家庭科では、生活を見つめ課題を見出し、その解決方法を考える授

業を展開し、思考力・判断力・表現力を育んできたと言える。しかし、主体的に、他者との

協働により思考を深めていく授業に対して、苦手意識をもっている教師も散見される。そこ

で、生徒の自立と共生を目指し、未来を創る人材を育成する観点から、主体的・対話的で深

い学びの視点からの授業改善を目指した。 

 

３ 研究の経緯 

「主体的・対話的で深い学びの実現」に向けての課題を見出すため、区内中学校に勤務

し、技術・家庭科の授業を担当する教員に対して質問紙調査を行った。調査の結果から、

グループ学習を行ってはいるが、十分に準備できる時間がなかったり、どのような方法を

取ればよいか分からなかったりなど課題が見られた。その課題から、生徒のグループ学習

を充実させた授業づくりについて研究を行った。 

横浜市教育課程研究委員会家庭科、技術・家庭科専門部会における提案や、市技術・家

庭科研究部会が、平成 27 年度関ブロ山梨大会での第７分科会（家庭分野Ｃ衣生活・住生

活）、平成 29 年度関ブロ新潟大会での第４分科会（技術分野 D 情報に関する技術）にお

いて発表した研究では、「知識構成型ジグソー法※１（以下、ジグソー法）」を用いた授業が

提案された。そのため、市内中学校に勤務する技術・家庭科の職員は、この「ジグソー法」

の方法について知っている職員が多いと思われる。 

「ジグソー法」を用いた授業では、エキスパート班からジグソー班に分かれて学習する

ことに面白さがあるが、生徒を効率よく移動させることに課題があると考えられる。そこ

で、両分野で活用できるよう、生徒にとって動きが分かりやすい資料を作成し、授業に活

用した。 

※１…出典：『東京大学CoREF 自治体との連携による協調学習の授業 づくりプロジェクト』 

４ 研究内容 

 (ｱ) ジグソー法による授業の展開方法 

   エキスパート班からジグソー班に分かれるときに、説明が煩雑であり、生徒が混乱し

８ 



てスムーズな座席移動が困難である。そこで、表計算ソフトやプレゼンテーションソフ

トを用いて、視覚的に分かりやすく移動方法を示した。学級の人数によって変える必要

はあるが、このシートを用いれば様々な内容の授業でジグソー法を用いることができ

ると考えられる。 

 

(ｲ)ジグソー法を用いた授業 

   家庭分野Ｂ食生活と自立の授業におい  

て、「６つの食品群」の学習でジグソー法  

を用いた。１群から６群に示される食品 

や、その食品群の栄養的特質、具体的な食 

品をエキスパート班で学び合い、その後 

「４－(ｱ)」に示したシートをテレビに映し 

出し、ジグソー班に移動するとともにジグ 

ソー活動を展開した。 

 

５ まとめと考察 

教育課程や関ブロにおける研究発表では、ここ数年ジグソー法を用いた授業が多く提

案されている。他県の発表や、国立大学附属中学校の公開授業においても、類似している

ワールドカフェスタイルを用いた授業も数多く見られる。横浜市立中学校に勤務する技

術・家庭科の教員にとっては、身近に感じられる学習方法になってきているのではないか

と考えられ、教員が取り組みやすくなることを願って研究を進めた。 

  今回研究したシートを提示すると、少しの説明は必要なものの、座席移動方法が分から

なくなる生徒はあまり見られなかった。視覚的な資料を提示することが、円滑な学習活動

につながったと考えられる。 

  また、今回は「６つの食品群」を題材にした授業で研究を進めたが、すでに学習した食

品の栄養的特質や栄養素の働きなどの知識を使い、生徒の中に対話が生まれ、協働してエ

キスパート活動に取り組む姿が見られた。実際に一斉授業とジグソー法を用いた授業の

定着の仕方を比較していないが、エキスパート活動を行うことで理解が深まったと発言

する生徒が見られた。 

  今後は「ジグソー法」をさらに活用するとともに、他の学習方法を取り入れ、主体的・

対話的で深い学びの実現に向けた授業づくりをさらに続けていきたい。 

ジグソー法の座席の移動方法 



区番号 

平成 30 年度 磯子区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

 アクティブラーニングを取り入れた学習活動 

 

２ 研究主題設定の理由 

  ・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた学習活動の充実を図る。 

  ・学習指導要領の改訂を見越し、教員の授業力向上を図る。 

 

３ 研究の経緯 

 新学習指導要領の基本方針の一つに、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業

の改善が挙げられている。そこで、「主体的・対話的で深い学び」を能動的学習（アクティ

ブラーニング）と捉え、アクティブラーニングの視点に立った授業をどう改善していくべき

かを研究することとした。昨年度は、教員側の捉え方や「アクティブラーニングの視点に立

った授業」の実施状況を把握し、意見交換を行った。今年度は、年間授業計画の見直しを含

めながら、能動的学習を積極的に取り入れてみることとした。そして、生徒の意識の中に深

い学びに変化しているのかを図るため、アンケートを行うこととなった。 

 

４ 研究内容 

①アクティブラーニングを取り入れる授業と内容の検討 

 昨年度の実態調査から、取り入れやすい活動として、「生徒同士がお互いに評価しあう活

動」「生徒同士で意見を出し合う活動（ブレインストーミング）」「生徒による発表（プレゼ

ンテーション）」「データの整理・分析やレポートなどのまとめ活動」「まとめのプリントや

壁新聞などをつくる活動」「教員が生徒にテーマを与えて調べる活動」などが取り入れやす

いことが分かったことから、今年度の年間授業計画に取り入れられる活動や内容を検討し

た。 

②生徒への意識調査の項目検討 

 アクティブラーニングを取り入れることで身につけてほしい能力は、「自分の考えを言語

で表現する力」「自分の考えを深めようとする思考力」「途中であきらめず最後まで粘り強く

取り組む力」「何事にも積極的に取り組む意欲」「他者から言われなくても自ら主体的に学ぶ

意欲」「他者と協力するための社会性や協調性」「教科で身につけた知識・技能を活用する力」

を挙げた学校が多かった。このことから、授業の実施に当たり、高まったと考えられる能力

に教員と生徒の意識が一致しているかを判断できる項目を検討した。 

９ 



 

意識調査項目 

十分に

できた 

ややで

きた 

あまり

できな

かった 

まったく

できなか

った 

① 自分の考えを伝えることができた。     

② これまでにないアイデアを考えることができた。     

③ 自分の考えを深めることができた。     

④ 自分で課題を見つけることができた。     

⑤ 情報を収集し、分析・整理することができた。     

⑥ 自分で設定した課題に対し、主体的に行動できた。     

⑦ 最後まで粘り強く取り組むことができた。      

⑧ 何事にも積極的に取り組むことができた。     

⑨ 他者から言われなくても自ら主体的に学ぼうとした。     

⑩ グループで意見交換をすることができた。     

⑪ グループで協力して活動できた。     

⑫ 基礎的な知識や技能を活用することができた。     

⑬ 授業で身につけた知識や技能を活用することができ

た。 

    

⑭ 教科で身につけた知識を授業以外で活用することが

できた。 

    

⑮ 文章などを正確に読み、理解することができた。     

  

③アクティブラーニングを取り入れた授業の実施 

④意識調査の実施 

  

５ まとめと考察 

アクティブラーニングを取り入れた授業を実施する上で不安視されたのは以下の内容で

あった。「授業の進度が遅くなる」「授業の時数が足りない」「学習になじめない生徒やつい

てこれない生徒がいる」生徒の学習活動を客観的に評価することが難しい」「活動に目が向

き、活動の目的を見失いがちである」「授業前後の教員の負担が増加する」 

 今年は、どの学習内容・方法で実施できるかを検討し、可能な限りアクティブラーニング

を取り入れた授業を実施してみた。授業実施の学習内容や期間が各校で異なるため、生徒の

意識調査をまとめるのは年度末に設定した。 

 生徒の意識調査の結果をもとに、どの学習内容や方法が「主体的・対話的な深い学び」の

実現に効果的なのかを来年度の研究として引き継ぐこととした。 



 

区番号  

平成 30 年度 金沢区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

      「深い学びに導く授業の展開例」 

 

２ 研究主題設定の理由 

中学校指導要領は平成 30年 4月 1日から移行措置を実施し、平成３３年 4月 1日から全

面実施することとなっている。その改定の基本方針の中に「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向けた授業改善の推進という内容が盛り込まれている。「深い学び」とは、どういう

ものなのか、「深い学び」に導くためにはどのように実践していけばよいものなのか、研究

を深め、指導案を各校で持ち寄ることで、日々の授業の展開に役立てられ、明日からでも実

践できるようにするためにこの主題を設定した。また、技術・家庭科の教員は１校当たりの

人数が少なく校内での情報交換が厳しい状況にあり、この区研を通して情報を共有するこ

とで、学習指導要領改訂の主題を踏まえた各校での実践に役立てたいこともひとつである。 

 

３ 研究の経緯 

６月     研究主題の検討、年間計画の作成等 

 ８月     アンケート調査項目の検討 

 ９月     アンケート調査の実施 

 １０月    アンケートの集約 

 １１月    研究授業及び研究討議 

 １２月    研究発表原稿作成 

 １月     市研究発表会 

 

４ 研究内容 

次の(１)～(５)について各校よりアンケートを取り、実際に授業の指導案を各学校で作成

した。 

  

 

 

 

１０ 



(1)「主体的・対話的で深い学び」とは、どのような授業イメージを持っていますか。 

 ○工夫・技能力を高める。 

 ○持続可能な未来の社会を築くための技術を生み出させる人材を育むような授業。 

 ○様々な教科で学んだ知識を生かして、一つの課題を解決する。 

 ○生徒それぞれが主体的に考え、周囲の技術や環境に目を向け、仲間と共有してそれらの

良いところや改善点、改善策を考えていけるような授業。   

 ○評価ありきではなく、生徒の自由な発想を尊重しつつ、問題解決ができる授業。 

 ○作品制作の中で自ら課題を解決する力を育てるために、その問題解決の方法を失敗な

どを通して付けている授業。 

 ○持っている力を活用し、問題を発見したり解決に向けて自発的に取り組んだりするこ

と。 

 ○目的に応じて詳しく調べながら自分の考えをつくり、またそれを集団での対話を通じ

て広げたり深めたりすること。 

 ○習得・活用・探求・という学びの過程の中で、「見方・考え方」を働かせながら、知識

を相互に関連付けてより深く理解したり、情報を精査して考えを形成したり、問題を見

出して解決策を考えたり、思いや考えを基に創造したりすることに向かう学び。 

 ○学習で習得した知識をより明確に自分のものにするために自ら進んで情報を得たり、

段取りを考えて体験学習に臨むなど意欲的な姿勢が身につくような授業イメージ。 

 ○知識の定着のみでなく、自ら考える学び（なぜだろうという考え） 

 ○講義的な学習ではなくて、生徒が問題を掘り下げて考え取り組む学習。 

 ○教師側が一方的に知識を与えるのではなく、生徒自らが考える場面を多くする学習形

態。 

 ○生徒自らが関心を持ち、学習をしていく。 

 ○生徒自身が身近なこととして理解し、考え、実生活に生かすことができる授業。 

 ○全人的な参加を促す授業。 

 ○他の人と対話をしたり、他の意見を聞いたりすることで、自分の考えや、グループの考

えなどを、深めることができたり、広げたりできる授業だと考えます。 

 ○これまでに身につけた力を実際に活用して、「見方・考え方」を働かせて、問題を発見

したり解決に向けて取り組んだりする生徒の姿が見られる授業だと思います。 

○一つの課題から生徒個人の課題へ移行し、それをグループ、クラスの共通課題に持って

いき、どのように解決すればよいかを討議、グループワーク等で提案し見つけ出してい

くこと。 

 ○今まで知らなかったことに気付き、新しいことに取り組む意欲のもとになるようなイ

メージ。 

 ○知識を身につけたうえで、実践を行う。(今後の生活に生かしていくことができる。) 

 



 

(2)どの授業内容で「主体的・対話的で深い学び」の授業が展開できそうですか。 

 

技術分野 

 ○栽培の学習 育て方の工夫 

 ○自らの手で物を作りだし、それによってみんなと喜びを分かち合えるような場面のあ

る授業 

 ○エネルギー変換に関する技術「電気を作る仕組み」 

 ○エネルギー変換の学習。どのように電気を選ぶか。 

 ○木材加工 のこぎりびき 組み立て 釘打ち 

 ○生物育成 植物工場 エネルギー変換 プロペラの設計 

 ○材料と加工・エネルギー変換・生物育成・情報に関する技術、各分野の評価活用の学習

において展開します。 

 ○情報領域 マルチメディア作品・制作（ＨＰ制作を通して） 

 ○材料加工 設計 

家庭分野 

 ○消費者教育 支払い方法の選択等について 

 ○衣生活の学習「和服と洋服の違い」を学ぶ時。 

 ○住生活「災害に備えた生活について考える」 

 ○災害に備えた住まい方 防災学習 

 ○全て 

 ○どの授業でも「主体的、対話的で深い学び」ができるように、授業展開を工夫できるよ

うにしています。 

 ○バランスの良い食事作り・安全な住まい・地域との関わり 

 ○食品の選択 

 ○幼児の成長と発達 

 

(3)「主体的・対話的で深い学び」を実践するためにどのような手法を利用しますか。 

 

技術分野 

 ○体験的学習   ６校  ○グループワーク ５校   ○座学      ２校 

家庭分野 

 ○グループワーク ７校  ○体験的学習   ４校   ○座学      ２校 

 ○図書調べ学習  １校  ○ロールプレイ  １校   ○ＩＣＴの活用  １校 

 ○人材の活用   １校  ○映像資料    １校 

 



(4)「主体的・対話的で深い学び」を通してどのような力が身につくと考えますか。 

 

技術分野 

 ○生活力  

 ○自己肯定感と将来への希望。  

 ○エネルギーの必要性と環境問題。  

 ○技術の光と影に着目し、それらを総合的に考え自らが選択する力。コミュニケーション

能力。立場の違いを踏まえてものを考える力。  

 ○工夫や創造する力  

 ○課題を設定する力、課題を解決する力 

 ○物事を理解するために考えたり、具体的な課題について探求したりするにあたって、思

考や探求に必要な道具や手段として資質・能力の三つの柱が活用・発揮され、その過程

で「見方・考え方」が身につく。 

 ○知識を活用して独創的な作品を作ることで思考力や判断力を働かせ、表現の力が高め

られる。 

 ○課題解決や生涯自ら学習する力 

 

家庭分野 

 ○表面的な知識にとどまらず、それに基づき自分の考えをまとめると同時に、より多くの

他者の意見を聞くことができることで、学習を深めることができ、自分で考え意見を持

つことができる。 

 ○確かな知識 

 ○実生活に結び付けることができる力と、災害への備え。 

 ○自分のことは自分で守る力 

 ○生活を工夫創造する力 

 ○主体的に考えることができる力や、他の人の話を傾聴し自分の意見を相手に伝える力

が身につくと思います。 

 ○自分や周りの人、地域に興味・意欲を持ち、将来的に活用できそうな課題を自ら選択、

追及できる力 

 ○自ら考え、選び、決定する力。 

 ○創意工夫 

 ○実践することによる技能の習得 

 

 

 

 



(5)「主体的・対話的で深い学び」を実践する上での難しさは何ですか。 

 

技術分野 

 ○少人数授業やＴＴ授業を取り入れたい。  

 ○時間や環境に制限が多い。 

 ○グループワーク等を用いて学習を進められたら良いと思うが、授業時数との兼ね合い

でそれらを十分に行うことが困難であるように感じる。  

 ○時間数、学級人数、生徒のコミュニケーション能力 

 ○正しい答えとは何か。結論が出ない。  

 ○評価  

 ○基礎的基本的な知識技能の定着をすべての生徒に確実に行うこと。  

 ○時間的な問題。 

家庭分野 

 ○多様な意見が出る中で教師が上手にそれを交通整理していくことが求められ、決めら

れたことを行っていく講義形式の授業と異なりむつかしい。 

○全員が課題を理解して話し合いやまとめなどを自分自身の課題として共有できるか。 

 ○生徒個々の生活経験に大きな差があるため、考えが大きく異なる。 

 ○どのように関心を向かせるか。 

 ○現行の評価制度 

 ○授業数の少なさです。 

 ○限られた時間の中で、考えを深めていく思考力に個人差があり、グループでコミュニケ

ーションを図りながら、どこまで浸透できるかが難しいと思います。  

 ○時間的な問題 

 ○実習先の受け入れの確保 

 ○補助教員の確保 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



５ まとめと考察 

 「主体的・対話的で深い学び」とはどのような授業イメージか、という問いに対しては教

師側が一方的に知識を与えるのではなくて、グループワーク等を通して生徒自らが考える

場面を多くする学習形態といった意味合いの意見が多く出された。また、これまでに身につ

けた力を実際に活用して見方考え方を働かせて問題を発見したり解決にむけて取り組んだ

りする生徒の姿が見られる授業などといった表現も見られた。 

 

どのような内容で「主体的・対話的で深い学び」の授業展開ができるか、という問いに対

しては様々な意見が寄せられた。ここについては、技術・家庭科では、「主体的・対話的で

深い学び」が言われる前から取り組んでおり、現在も授業の中で実践していることが少なく

ない。学校によってはすべての授業で展開できるという学校もあり、生徒や学校の実態に応

じて多様な学習形態を組み合わせて、授業を組み立てていくことができると感じた。  

 

 「主体的・対話的で深い学び」を目指した授業の手法に関しては技術分野・家庭分野共に

体験的学習・グループワークが多くなっている。他にも図書調べ学習、ICTの活用、人材の

活用、映像資料など様々な手法があげられた。 

  

 「主体的・対話的で深い学び」を通してどのような力が身につくかという問いに対しては、

題材の目標の達成にとどまらず、生活力、主体的に考える力、立場の違いを踏まえてものを

考える力、表現の力、自ら選び決定する力など様々な力が身につくと考えていることが分か

った。 

 

 主体的・対話的で深い学びの難しさについては、多くの学校で時間や環境に制限が多いと

いう回答が多くみられた。少人数やＴＴ授業を多く取り入れたりグループワーク等を取り

入れるための時間数の確保等の課題が多くみられた。また、グループでコミュニケーション

を図り課題を浸透させることの難しさなどがあげられた。 

 

 学習指導要領解説を読むと、深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要

であると書かれている。指導案を持ち寄ったところ、指導案作成のときには「見方・考え方」

というところを意識していなかったが、どの指導案からも「見方・考え方」につながること

が盛り込まれていた。 

 

これから、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善を進め、生活の営みに

係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ、生活や技術に関する実践的・体験的な活

動を通して、よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて、生活を工夫し創造する

資質・能力を育成することを目指していきたい。  









































 

区番号 

平成 30 年度 港北区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

   家庭分野「授業の充実に向けて～生活の課題と実践の取組について～」 

 

２ 研究主題設定の理由 

   新学習指導要領では、『学習した知識・技能を実生活で活用するために、家庭や地域

社会と連携を図った「生活の課題と実践」に関する内容を充実する。』としている。各

学校での授業実践の内容や成果と課題等を共有することを通して、それぞれが授業改

善をし、学習効果の向上を図るためにこのような主題を設定した。 

 

３ 研究の経緯 

   「生活の課題と実践」の具体的な内容についてアンケートを実施し、その内容につい   

  て情報を共有し、授業改善について協議した。 

 

４ 研究内容（スペースの関係で題材と指導の工夫の一部のみ掲載） 

   Ａ校 幼児のためのおやつをつくろう 

      ・学校図書館と連携し、本の紹介をする。 

      ・グループで計画や実践について発表し、助言し合う時間を設定する。 

   Ｂ校 家庭内事故を防ぐための手立てを考えよう 

      ・自分の家でどのような事故が起こりえるか、家族と相談させる。 

      ・事故防止のポスターを作り、家庭で掲示させる。 

   Ｃ校 生活の課題と実践 

      ・３年間で学んだことを振り返り、課題を設定させる。 

      ・家族や友人からの意見を聞き、取組の改善点についてもまとめさせる。 

   Ｄ校 世界の子ども達の現状を知ろう 

      ・自分の実践を発表し、質問を受けて改めて改善点に気がついた場合は、レポ

ートへの記述を加えさせる。 

・保護者会や文化祭時に掲示して学習成果を披露する。 

   Ｅ校 魚を使った調理の工夫と実践をしよう 

      ・過去のレポートの紹介や見本を掲示する。 
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      ・学級通信に課題を載せてもらい、家庭の協力を求める。 

Ｆ校 環境に配慮して洗濯を工夫しよう 

   ・保護者からのコメントを記入してもらう。 

   Ｇ校 地域の食材を生かした調理の工夫を実践しよう 

      ・実際の売り場を観察し、表示等に目を向けさせる。 

   Ｈ校 環境に配慮した調理の工夫と実践をしよう 

      ・環境に配慮した場合としなかった場合とで実践させ、ゴミの量、加熱時間、

おいしさ等の視点で比較させる。  

 

５ まとめと考察 

   〇「生活の課題と実践」では、学習の見通しを持たせるために、問題解決的な学習の

流れを確認したり、過去に設定した課題や実践レポートの例を紹介したりするな

ど、生徒が学習の過程や結果をイメージできるようにする。また、学習の過程や結

果を振り返り、成果や課題を明確にするために、小グループでの話し合い活動を効

果的に取り入れられるようにする。話し合い活動や、個人で再考する時間を確保す

ると、学びが深まる。 

   〇学級通信に課題を載せてもらうなどして、家庭の協力を求めたり、保護者から意見

をもらったり、成果物であるポスターを家庭に掲示し、継続的に家族と協働しなが

ら実践を行ったりと、家庭との連携を図る。そうすることで、知識と技術の定着を

図るとともに、学習した内容を深化・発展させたり、生活の価値に気付かせたり、

生活の自立や将来の生活への展望をもたせたりすることが期待できる。 

   〇「生活の課題と実践」では、生徒一人ひとりの課題や実践が異なり、レポートなど

の成果物を評価するのに時間がかかる。よりよい生活の実現に向けて生活を工夫

し創造しようとする資質・能力を効率よく適切に評価する方法を探っていくのが

今後の課題である。 

 

 

 



 

平成 30 年度 港北区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

 「プログラミング教育における区内中学校の連携及び小中連携」 

２ 研究主題設定の理由 

  今後の中学校でのプログラミング教育の課題や方向性を考えるうえで、中学校間

の情報共有も必要だが入学以前に学習した内容を把握し、中学校での授業内容を精

選するため小学校からの情報をもとに授業内容の骨子を検討する。 

３ 研究の経緯 

  多くの学校がプログラミングロボット（以下、プロロボ）を使用したプログラミ

ング学習を行ってきたが、研究授業を行った中で中学校ではプログラミングから制

御の流れが行われているが、小学校でのプログラミング教育が見えず小中のつなが

りを考えるうえで、小学校の内容を知り今後の中学校でのプログラミング教育の課

題や方向性を考えていきたいので、アンケートを行った。 

４ 研究内容（アンケート） 

（１）プログラミング教育を今年度実施していますか。  

実施している。４２％、実施していない ５８％  

（２）行っているのはどの教科・領域ですか。  

算数、総合、その他（図工、家庭科、音楽） 

（３）プログラミング教育を行っているのはどの端末ですか。 パソコン、タブレット  

（４）（１）で実施していると答えられた方はその内容を具体的にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）プログラミング教育を行う予定はありますか。  未定 ５８％ 

（６）プログラミング教育を行う予定なのはどの教科・領域ですか。  

算数、総合、その他（理科） 

（７）プログラミング教育を行う予定なのはどの端末ですか。 パソコン、タブレット  

 

・インターネットの教材プログラムを使った公倍数の学習 

・プロゼミによるプログラミング全般 

・「雲のプログラミング教育」のスクラッチの基本学習（講師来校） 

・プログラミングゼミを使った学習、アーテックのロボット学習 

・ご飯の炊き方（家庭科 6 年）キャラクターを動かす（図工 2 年） 

多角形（算数 6 年）作曲（音楽 4 年） 

 

11 港北 



５ まとめと考察 

 今回、小学校においてプログラミング教育を行っているか、というアンケートを近

隣の小学校に送ったところ多くのの返信をいただいた。プログラミング教育を行って

いるのは４２％であり、内訳は算数、総合であった。また、使用している端末はパソ

コン、タブレット（複数回答あり）、実施している内容は、インターネットの教材プロ

グラムを使った公倍数の学習、プロゼミによるプログラミング全般、「雲のプログラミ

ング教育」のスクラッチの基本学習（講師来校）、プログラミングゼミを使った学習、

アーテックのロボット学習であった。 

算数や科学的な事象に対する授業が多いのは、変数を代入することができる、順序

が決まっておりシステムとして整っているなどが背景にある。数字や事象として扱う

のではなく、細かな値を変更させながら、結果を視覚的にとらえることが出来るとい

う点で非常に学習教材として適していると考えられる。しかし、プログラミング教育

の目的は、論理的な思考力の育成であり、これらの教材はどちらかというと、視覚的

なイメージを補うための補助教材であり、直接的に論理的な思考力の育成につながっ

ているとは考えづらい。 

 そういう点においては、ロボット学習は非常に優れていると考えられる。自分で目

標を持って課題に取り組み、さらにその結果がデータとしてだけではなく、現実の世

界に“ロボットが動く”という形でフィードバックされることは子どもたちにとって

もわかりやすく、成果を感じ取りやすい。プログラミングとして、このコードが間違

っているというよりも、この動きをしているから間違っている、という指摘を教師側

がしやすいという点も指導上において優れている。 

 また、実施していない小学校においても、来年度から行う予定と回答された学校が

ある。これからプログラミング教育を実施していく学校はますます増えていくと推測

されるが、どうしても壁になる問題がある。 

まずはハード面についての問題である。学校にあるパソコンやタブレットはスペッ

ク的にかなり低いものが多く、ネットワークを通じての同時にアクセスや、同時に起

動したりなどの複数台を同時に操作するというアクションに耐えられる環境はかなり

少ない。また、タブレットに関しては人数分そろっていないということもあり、効率

面においてもあまりよくない。理想的な環境は、一人一台、もしくはコンピュータル

ームに人数分のタブレット、という状況だが、それは難しい。また、市から学校に導

入されるタブレットは iPad であり、iPad 単体で運用する分には申し分ないが、学校

のパソコン（教師用）などと連携する分には非常に相性が悪い。iPad は iOS という独

自 OS であり、学校のパソコンに導入されている WindowsOS とデータのやり取りを行う

際には専用ソフトが必要であり、互換性が良くない。AndroidOS のタブレットであれ

ば値段も半分以下で、データのやり取りも非常に容易である。 

 



 次にシステム面についての問題である。昨今、小学校現場において求められるもの

は非常に多く、プログラミング教育もその例に漏れない。プログラミングは一つの専

門知識、分野であり、均一の教育の質を学校レベルどころか、学級間でさえ同一のも

のを提供するのは難しい。専科性を設けるのも一つの手だが、小学校教員免許と技術

科、もしくは数学科の教員免許を同時に取得し、かつ小学校に勤めるというケースで

しか為し得ない。授業内で扱うのがビジュアルプログラミングと言え、専門的にコー

ドとしての知識を得ていたほうが子どもの深い学びにつながるだろう。一斉授業、特

に小学校で行う際には、子どもの人数にもよるがかなり難しいように感じる。 

 現在、港北区の中学校では多くの学校がプログラミング教育として、プロロボを

導入している。導入の理由は、①パソコンへのインストールが容易（ネットを介さな

い）②フローチャートによる視覚的なプログラミングであり、プログラミングの専門

的な知識が無くても操作できる③結果を現実の世界に“動く”という形でフィードバ

ックできる④授業内で完成する、という４点である。授業内でしか使わず、実用性が

無いという点に関しては、学校側が買い上げ、生徒に貸し出すという形で解決してい

る学校もある。実際にコードという形で書かせるというのが、プログラミングの能力

を高めるという観点だと最も効率が良いが、プログラミングは言語であり、明確な言

語規則がある。そのルールを理解し、噛み砕き、実際に適用するというのは大人でも

難しい。日本語で入力するプログラミングも存在はするが、やはりこれも明確な言語

規則が存在し、授業内で説明、理解、実装が非常に難しく、現実の世界に還元しにく

い。 

以上のことから、小中学校で連携してプログラミング教育を行う際には、タブレッ

トやパソコンといったハード面を充実させたうえで、小学校の教員に対しては実習込

みの研修を行う、またはプログラミング科としての専科を設けるなどして、専門性を

高めたい。そのうえで子どもの発達段階を理解し、小中のどのタイミングでどのよう

な論理的な思考力を身につけさせたいかを考え、義務教育九年間としての育成計画を

立て、実施していくことが大切だと考えられる。 

 



 

区番号 

平成 30 年度 緑区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

 

１ 研究主題        新学習指導要領を見据えた学習題材の検討 

 

 

２ 研究主題設定の理由    

 

現在、新学習指導要領の全面実施に向けて移行期間である。実施に向けては、「授業改善」

に係る視点と「教育課程の編成」に係る視点の両面から研究を進める必要がある。なかでも、

新学習指導要領が求める授業改善の本質は、児童生徒の実態、指導の内容に応じ「主体的・

対話的で深い学び」の視点から教師自身が自らの専門性を発揮して創意工夫を凝らした授

業改善を図ることにある。 

 そこで、緑区では、現在、授業で扱っている学習題材を検討することにより、新学習指導

要領のスムーズな実施に向けての手がかりとし、今後の授業改善につなげていきたい。 

 

 

３ 研究の経緯 

  

５月 区研究部会にて研究主題の設定、研究 

６月 区研究部会にて研究協議 

    区研究計画用紙提出 

９月 区研究部会にて研究協議 

１１月 区研究部会にて研究まとめ 

１２月 区研究部会にて年度末反省 

 

 

 

 

 

４ 研究内容 

１２ 



技術分野 新学習指導要領 

Ａ：材料と加工の技術 Ｂ：生物育成の技術 Ｃ：エネルギー変換の技術 Ｄ：情報の技術 

学年 領域 キット・題材 業者 使いやすさ 

１ Ａ ミニウッドストッカー ＭＡＫＩＮＧ 自分で考え製作するため、工

夫の観点を評価しやすい。ま

た、自分自身で実力を把握し

てから作品を製作するため、

無茶な作品になりにくい。 

１ Ａ ひのきセレクション スーパーキング 自分で設計させたいが、難し

い場合は設計図のサンプルを

参考にすることができる。 

家庭分野 新学習指導要領 

Ａ：家族家庭生活 Ｂ：衣食住の生活 Ｃ：消費生活と環境 

学年 領域 キット・題材 業者 使いやすさ 

１ Ｂ 袋づくり  布の色柄を１０種類から選択

できる。また、形や大きさの

バリエーションも多く、難易

度があるので小学校からの腕

前を考えさせられる。 

２ Ｂ バルギーバッグ クロッサム 生徒の力量によって、難易度

を変えることがでる。また、

作品に工夫を取り入れやすい

ため、意欲的に製作しやすい。 

 

５ まとめと考察 

技術分野、家庭分野ともに生活や技術に関する実践的・体験的な活動において、どの題材（キ

ット）を用いるかは重要である。生徒の意欲を引き出し、かつ課題を設定し、解決策を構想

し、製作図や作品等に表現し、実践を評価するからである。生徒が主体的に取り組むために

は、まず生徒の実態を把握する必要がある。例えば、加工の技術の際に、練習用の板を用い

て生徒自身が自らの技能を知ることは、作品の仕上がりに影響し、見通しをもって主体的に

取り組むことができるかにも関わってくる。また、対話的で深い学びの視点から、ＩＣＴを

活用して、作品のよさや課題を可視化し、班の中で意見を共有し、互いに考えを深めるなど、

自らの考えを深める学びの場を意識して、教師が手立てすることで深めることができる。単

に、課題や作品の完成にとどまらず、課題を通して「主体的・対話的な深い学び」の実現を

目指して今後も研究を続けていきたい。 

 



※※※※※※※※※※ 以 下 削 除 ※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

原稿のみの場合は、2頁程度でお願いします。 

 

1 行 40 文字 36 行 余白 上 35 ㎜下 30 ㎜左右 30 ㎜(Word の標準設定)を目安に作成して

ください。 



 

平成３０年度 青葉区技術・家庭科研究部会 研究報告 

１ 研究主題 「安全かつ効率的に授業を行うための教室づくり」 

２ 研究主題設定の理由 

   青葉区では、昨年一昨年と同じ研究主題に沿って、学校訪問を通して、各学校の特別

教室での工夫している点や改善点等の意見交換をしてきた。今年度、さらに意見の交換

をしていく中で、各学校で困っていることや問題になっていることが多く出てきた。そ

こで、各学校における特別教室の現状と課題を集約し、まとめることとした。 

３ 研究の経緯 

   第１回 ５月１０日（木） 各学校情報交換 研究テーマ決定 

   第２回 ６月２７日（水） 学校訪問＜もえぎ野中学校＞ 

□木工室、調理室、被服室見学 

                 □定期テスト持ち寄り  

□情報交換 

□アンケートの実施 

       夏季休業     アンケート回答、集約 

   第３回 １１月６日（火） 授業参観   美しが丘中学校 高津智哉 教諭 

                研究討議 

 

４ 研究の内容 

□ アンケート項目 

特別教室 備品や施設の状況 冷暖房 給湯器 問題点 課題 

木工室      

金工室      

PC 室      

 調理室      

 被服室      

    

□ アンケート集約 

冷暖房・給湯器設置状況                    ＜青葉区１２校＞ 

冷暖房設置状況            /１２校 給湯器設置状況            /１２校 

木金工室 ＰＣ室 調理室 被服室 木金工室 ＰＣ室 調理室 被服室 

１/12 11/12 6/12 2/12 2/12 0/12 9/12 1/12 

１３ 



□ 各施設における課題（一部抜粋） 

木工室、金工室 

 ○ エアコンがないので夏はかなり厳しい。 

○ 全く使用していない旋盤や丸のこ盤など床に固定されていて不便。 

○ 手元を拡大することが難しい。 

○ 教室が狭く、もう少しゆとりがほしい。 

○ プラグの位置がバラバラで、作業がやりづらい。 

○ 古い機械が置きっぱなし。コンセントが少ない。 

PC 室 

 ○ 狭いので、備品等の置き場所に困る。隣との距離が近く、圧迫感がある。 

○ 床を業者により、木でふさぐが、すぐに穴があく。 

○ プリンタがインクジェットなので３年でヘッドの交換。カラーレーザーにしてほしい。 

○ 転入生が入り、４１名在籍のクラスのＰＣが一台足りない。 

調理室 

 ○ 被服室と棟が異なるので、遠い。 

○ 冷房（エアコン）が来年度（平成３１年度）設置。早くしてほしい。 

○ シンク内の角度のせいか、水の流れが悪く、きちんと排水されないところがある。 

○ 排水管が古く、昨年は水漏れもあった。 

○ 包丁、まな板の衛生面で不安がある。使用前は必ず熱湯消毒を行っている。 

○ 湯沸かし器がないので温水が使えない。水質検査はしているが臭い。 

○ お湯が出ない。洗濯機がない。調理台とは別の試食台がほしい。 

被服室 

 ○ 夏場、エアコンがないためアイロン等も使用する時は、室温がさらに上昇して、教室

環境が悪くなる。 

○ 古いミシンの購入時期が同じ（平成11年）なので、次々不調が出る。 

○ 作品を収納できる棚がない。（棚の上には安全上置けない）。 

○ 担当者によっては、使うものもあるかもしれないので、捨てきれない。 

○ アイロン用の場所の確保が難しい。 

○ 作業でチョークの粉がつく 

５ まとめと考察 

 今回のアンケートを通して、どの学校も多くの課題を抱えながら、日々の学習を行ってい

ることの再確認ができた。特に、ここ数年の異常気象の中で、夏場の冷房のない特別教室で

の授業。また、調理室で給湯器の設置はあるが、一か所のみであったり、熱湯しか出ないな

ど、対応に苦慮する事案も報告された。安全で効率的に授業を行うためには、教室環境の改

善が急務であると感じた。これからも新学習指導要領実施身に向けて、生徒にとってよりよ

い学習環境をつくるため、情報交換の中で、工夫改善方法や対応を検討していきたい。 



区番号 

平成 30 年度 都築区技術・家庭科研究部会 研究報告 

技術分野研究報告 

１ 研究主題 

３年次の情報分野における評価・評定について 

２ 研究主題設定の理由 

３年次の評価をつけるためには，１，２年次に比べ授業時数が少ないため， 生徒一人

ひとりの評価資料をたくさん集めることが難しい。特に，夏休み前に評価をする必要が

ある学校は，さらに難しくなる。そこで３年次の評価をするにあたり，どのような工夫

しているか知りたいと考え，このような研究主題を設定した。 

３ 研究の経緯 

７月 研究主題の設定，アンケート項目の決定 

８月 アンケート集約，区領域研究会での意見交換 

９月 まとめ，考察 

４ 研究内容 

まず初めに，各学校の状況を把握するために，アンケートを実施した。 

その中で，２期制か，３期制かによっても評価を行う時期が異なるため，そのことを踏

まえて，研究協議を進めていくことになった。調査の結果，２期制の学校は５校，３期

制の学校は３校。今年度は，３年生で情報領域を履修している学校が多いため，今年度

は，情報領域の評価を中心に研究を進めることにした。どの学校も最初の評価まで，授

業時数が少ないため，評価資料を集めることに苦労していることがわかる。その点を考

えて，他の領域を選択している学校もある。情報領域の場合，簡単な技能を含む課題を

設け，その達成度合いを評価するように工夫していることがわかった。また，ほとんど

の学校で学習記録カードなどを取り入れて，学習に対する生徒の意欲を確認していた。  

５ まとめと考察 

技術分野と家庭分野を隔週で授業を行い，授業時数が少ないことは変えようがないから，

評価資料をどう集めるかが重要となる。どの領域を選択するにしても各学校とも評価資

料を集めるためにかなり苦労しているのが現状である。情報領域では，もともとの技能

にも大きな差があるので，校外学習をテーマにプレゼンテーションの資料作成やアクチ

ュエータを利用した教材など課題を工夫することによって評価資料を集める努力をし

ていた。また，生徒の学習意欲を図るためにほとんどの学校で授業の振り返りシートを

取り入れられている。情報領域の評価を行うことは，形が見えにくい分，研修を深める

必要があると感じられた。 

１４ 



都筑区家庭分野研究報告 

1. 研究主題 

高齢者との関わり方について 

2. 研究主題設定の理由 

新学習指導要領では、少子高齢化社会の進展に対応して、家庭生活と地域の関わりの

中で高齢者の内容が新設された。高齢者の介護の基礎に関する体験的な活動ができる

よう留意すること、高齢者の身体的特徴についても触れることが求められているが、

具体的にどのような方法で学習することができるかについて、情報交換したいと考え

この主題を設定した。 

3. 研究の経緯 

 ７月 アンケート調査項目の決定、アンケート調査の実施（８校） 

 9 月 アンケートの集約、区授業研究会での意見交換 

 12 月  報告書作成・送付 

4. 研究内容 

幼児との触れ合い体験について、アンケートを行った。 

高齢者の介護の基礎に関する体験的な活動への取り組みを調査したところ、高齢

者に中学校に来てもらう予定は２校、生徒同士でペアを組むなどして介助を疑似

体験する予定が６校であった。 

また、ビデオ教材を視聴することで学習を補ったり、長期休み等に親戚や近所の高

齢者と触れ合う宿題を出すといった解答も多かった。 

高齢者の身体的特徴を疑似体験する方法としては、社会福祉協議会などに相談し、

足のひざのサポーターや腰のサポーター、重り、車いすや杖、緑内症・白内症体験

メガネなどを貸し出してもらっての疑似体験が考えられる。介護食の調理・試食な

どを行うことも考えられる。 

5. まとめと考察     

取り組みを行うにあたっては、様々な問題点・不安点があげられた。 

介護施設を訪問したり高齢者に学校に来てもらって体験的な活動を行うことの重

要性は認識しながらも、受け入れ可能な高齢者施設の確保、授業時数の確保の面か

ら難しく、家庭科だけでなく学校全体のサポートが必要との意見が多かった。また、

スロープやエレベーターのないバリアフリー化されていない学校では受け入れる

ことが物理的に困難との意見もあった。また、高齢者のプライバシーや、安全面・

衛生面の問題も考えられる。教員側の介護の専門的な基礎知識不足も懸念される

ため、研修の機会が期待される。 

今年度の調査研究結果を来年度に引き継ぎ、さらに家庭科の授業の向上に努めて

いきたい 



 

区番号 

平成 30 年度 戸塚区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

   新教育課程に向けた各校の取組 

 

２ 研究主題設定の理由 

   新学習指導要領が提示され、今後のカリキュラム編成作業や教室環境整備などスム 

ーズに移行できるための研究をおこなう。 

 

３ 研究の経緯 

  ・ 各校へアンケート配布（７月）し内容を集約、情報交換をおこなう。 

・ 研究授業では、新学指導要領に提示されている〈（５）生活を豊かにするための布を

用いた製作〉を取り入れた授業を行い、協議をおこなった。 

 

４ 研究内容 

新教育課程に向けて次の（１）～（２）の項目について研究協議をおこなった。 

（１）教具の準備 

 技術分野：双方向性のあるコンテンツのプログラミング教材（Aruduino 又は microbit、

CADソフト）の購入検討。 

 家庭分野：高齢者の疑似体験キットや蒸し器の利用、活用。消費生活と環境では、消費生

活センターで悪質商法に関するリーフレットの活用 

 

（２）教育課程の編成 

 技術分野：プログラミング教材は、小学校の学習状況を収集、適切な時期を選定する。 

 家庭分野：保育園、幼稚園、高齢者施設の利用拡充と温野菜のゆでから蒸すことに変更 

      主体的・対話的な深い学びを目指して、グルール学習を多く設定、ジグソー学

習などの活用と工夫を図る。 

       現在実施している教育課程をベースに、「資質・能力」と「三つのつながり」

を明確にする。 

 

 

１５ 



５ まとめと考察 

〈技術分野〉 

A材料と加工の技術：キャビネット図は必修ではない。 

B生物育成 の 技術：作物・動物・水産のいずれも扱う。※（２）の問題解決ではそのうち

ひとつ取り上げる。 

D情 報 の 技 術：ディジタル作品の設計・制作がなくなった。計測・制御「システム」

について取り扱う。プログラミングの内容は高度化、小学校の内容を

確認し学習課題を設定する。 

※ ガイダンスで 3 年間の学習の見通しを立てさせるため、A～D」の技術内容について

触れる。 

 

〈家庭分野〉 

A家族・家庭と子どもの成長：高齢者との関わり・協働が追加 

B食 生 活  と  自 立：和食の調理が追加 

C消費生活 ・ 住生活と自立：金銭の管理が追加 

 

 

2020年の新教育課程完全実施まで、準備期間もわずかとなり、各学校の状況を知ることで 

自校にあった準備を進めるための良い機会となった。 

臨任、非常勤で授業をしているところもあるので、区内で協力し合って準備を進める必要 

を強く感じた。 

 

 

 



平成３０年度 栄区研究報告 

 

１．研究主題 「新学習指導要領に向けて学習指導の充実」 

 本年度は新学習指導要領を意識した「指導の充実」という内容で区研のテーマ設定を行

った。これからの全面実施に向けて、学習内容と育成する資質・能力の充実を図るため、

新学習指導要領の３つの側面の１つである「ＩＣＴの活用」に注目して授業実践を行った。 

 

２．研究経過 

  ６月    研究テーマ決定 

  ６～９月  各校で、授業実践 

 １０月    授業公開・実践報告・研究協議 

 

３．研究内容   「ＩＣＴ機器を活用した授業実践」 

 ①「エネルギー変換の技術」の「はんだ付け作業」という授業のなかで、ＩＣＴ機器を

活用した。 

 ②テレビモニタに拡大投影機とＰＣを接続してどちらも利用できるように準備した。 

 ③教師の見本を拡大投影機でテレビモニタに表示する形で行った。 

 ④今回の授業は、生徒に練習用基板を配布し、製作品の作成の前段階の「練習作業」と

いう位置づけで行った。 

 

４．結果・まとめ 

✧従来、各テーブルを回って見本を示していた内容をテレビモニタで一斉に提示するこ 

とができるので、指示がスムーズに伝わった。 

✧細かい作業の見本を拡大投影機でテレビモニタに表示することにより生徒の作業効率が

改善された。 

✧作業だけでなく、教科書や資料などもテレビモニタに表示しながら説明することにより、

見通しを持った授業ができた。 

 

５．今後の課題として、 

▻授業展開をより充実させるために、ＰＣの活用も必要である。例えば、パワーポイントを 

利用して、作業の流れを提示する。 

▻全体に見本を示した後、個別にテーブルをまわり再度見本を見せる。 

▻取組に対する評価を写真などで拡大して、提示すると一層生徒のやる気を引き出すこと 

ができる。 

▻ＩＣＴ機器だけに頼るのではなく、ホワイトボードへの板書も活用しながらスムーズな 

授業展開を工夫する必要がある。 

▻作業時間の間は、はんだ付けしている動画を流し続けると生徒が何度も見ることができ 

て効果的ではないか。 

 

今回授業実践を通して、授業に見通しを持たせたり、流れを理解させるためのツールとしてはとて

も効果を発揮していたと思う。その反面、全体への情報伝達がスムーズに行えるからこそ、個別の

指導を一層丁寧に行っていく必要があることを学ぶことができた。今後は、グループワークや話し

合い活動などの授業でどのように「ＩＣＴの活用」ができるか、研究を重ねていきたい。 



 

区番号 

平成 30 年度 泉区技術・家庭科研究部会 研究報告 

 

１ 研究主題 

生徒の意欲を引き出す授業の工夫 

 

２ 研究主題設定の理由 

 生徒が自ら積極的に授業に関わり、自ら進んで学習に取り組むことができれば、学習効率

は上がり、今後の生活を自ら構築していく力を身に着けられると思われる。そこで、授業に

おいて、生徒が自ら学びたいと思わせられるようにするための工夫について、各校で行って

いることを話し合い、各校に持ち帰って実践したいと考えた。 

 

３ 研究の経緯 

 今まで各校で行ってきている生徒の意欲を引き出す工夫を発表し合い、それぞれの学校

に持ち帰って実践してみることとした。また、区の教科研究会ではそれらの工夫を取り入れ

た授業を行ってもらい、工夫の実践及び振り返りを、意見交換をもとに行い、今後の各校に

おける授業に取り入れられるように努めた。 

 

４ 研究内容 

題材や教材における工夫 

・実生活で生かすことのできる実習を多く取り入れる。 

・一般生活に関わる話題をできるだけ提供する。 

・身近な、生徒の興味がわきそうな題材で、課題に取り組ませている。 

・他教科と連携して授業を進める。 

・触れる、体験できる教材を用意する。 

・グループワークを取り入れて、積極的に授業に取り組めるようにしている。 

作業の説明における工夫 

・要点をしぼって話すことで生徒の理解を深める。 

・陥りやすい間違いをしっかり説明して失敗を少なくさせる。 

・説明を一方的にせず、やり取りのある授業づくりをする。 

・オーバーヘッドカメラや実物投影機などの視聴覚機器を利用し、実際の作業の様子を細か

く見せるようにする。 

・作業ポイントをまとめた掲示物を作り、講義後も各自で再確認できるようにする。 
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・作品を作る前に完成予想図を書かせて、作品のイメージを明確化する。 

作業における工夫 

・可能な限り用具を生徒それぞれに行き渡らせられるようにし、生徒の待ち時間を作らせな

いようにする。 

・消耗品などは余裕をもって使えるように用意する。 

・質問する人と完成を見せる人の列を分け、効率的に生徒に指導できるようにする。 

・作業中の出来栄えを褒め、意欲を継続させるようにする。 

・作業の途中で点検することで各自の課題をはっきりさせ、大きな失敗を防ぐようにする。 

・身近な素材や家庭で不要になったものを再利用し、工夫次第でどんなものでも材料にでき

ることを実践的に理解させる。 

・放課後等にも作業時間を設け、必ず完成させるようにする。 

ワークシートの工夫 

・生徒が興味を持ちやすい資料を用意する 

・自己評価をあとで振り返りできるようにし、フィードバックできるようにする。 

活動における工夫 

 

５ まとめと考察 

 生徒のやる気を引き出すには、まず興味をもちやすい題材を選び、そのうえで生徒の理解

を深められるように説明を行い、分からなくなった時に確認ができたり、用具をそろえたり

することで作業をスムーズに進められるようにし、ワークシートなどで自分の成果を確認

できるようにすることが重要であるという共通認識に至った。 

 生徒の意欲を、まずは身近な例や自分のアイディアを活用させるなどで引き出し、その意

欲を継続させられるように作業等の環境を整え、生徒の成果をフィードバックさせること

で振り返りができるようにするといった、各段階で生徒が自信を持って取り組めるように

支援することが、生徒の意欲を引き出すことにつながると考えられる。 

 わからない、できないが続くと、生徒は興味や意欲を失ってしまう。生活に関わる、今ま

での自分の暮らしてきた様子を振り返らせることで、誰でも授業への取り掛かりができる

ようにするとともに、生徒の意欲を継続させてあげることで、積極的に授業に参加できるよ

うに思われる。そして授業で意欲をもって学んだことは、今後の生活に活用できる力を育め

るのではないだろうか。生徒の意欲を引き出す工夫を続けることで、生徒の生きる力を育て

られるようにしてきたい。 



平成 30 年度 瀬谷区技術・家庭科研究部会研究報告 

 

 

１ 研究主題 

『新学習指導要領に向けたカリキュラムづくり』  

外部資源を活用した授業実践 ～学校や地域の特色を生かして～ 

 

 

２ 研究主題設定の理由 

 瀬谷区では、新学習指導要領の改訂によるカリキュラムマネジメントの見直しを各校

で行い、学年、他教科や領域との関連を考えて横断的な視点で検討し、カリマネ作成を

進めているところである。 

生徒の興味・関心を高めることや基礎的・基本的な知識を定着させることを目的に各

校で実践している様々な学習活動の工夫について情報交換をし、技術・家庭科の教員間

で共有できないかと考えた。 

平成 29 年度は新学習指導要領に向けて、「主体的・対話的で深い学び」を取り入れた

カリキュラムについての研究を進めた。その研究成果を活用し、学校や地域の特色を生

かした授業づくりを今年度の研究主題に設定した。 

 

 

３ 研究の経緯 

 平成 29 年度の瀬谷区の研究主題『主体的・対話的で深い学びをどのようにカリキュ

ラムに取り入れていくことができるか』から技術分野では製作過程でアドバイスタイム

を取り入れることで主体性が向上する傾向が見られ、一つひとつの作業がこれまでより

も理解できるようになったという生徒の意見が聞かれた。家庭分野では『住生活』や『家

族・家庭生活』で多く取り入れられるということだった。 

 今年度は新学習指導要領を見据えたカリキュラム・マネジメントを作成するうえで引

き続き『主体的・対話的で深い学び』について家庭分野を中心に研究することとした。

カリ・マネ作成において各校や地域の特色を生かし、今夏の教育課程において提示され

た『5 つの視点』（①教科等横断的な視点 ②外部資源の活用 ③主体的・対話的で深い

学び ④ICT の活用 ⑤リアルな課題）を意識しながら研究を進めた。 
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（表１） 

6 月 区研究部会主任会   研究主題の設定、研究発表打ち合わせ 

8 月 授業打ち合わせ 

9 月 授業準備、チラシの配布・協力の呼びかけ  

9～10 月 区内技術・家庭科教員アンケート実施(外部資源の活用の有無) 

10 月 参加者の確認、区役所、民生委員への連絡 

授業実施、地域の参加者アンケート実施 

11 月 研究授業 研究発表にむけての検討 

12～1 月 研究発表にむけてのまとめ 

 

 

４ 研究内容 

【1】アンケート調査の実施 

   外部資源の活用の有無 

   ①対象：瀬谷区内中学校 5校 技術・家庭科担当教員 

   ②回答： 

    A 中 ・(教科外)『食育』として 1年生を対象にマリノスの食育講座をしてい

ただいている。 

       ・保育分野の学習でこども家庭支援課の保健師、助産師に講話をしてい

ただき、地域の親子と触れ合う『触れ合い体験』を 2年生で実施して

いる。 

       ・3年生の家庭分野で学校に販売に来ているお弁当業者と提携し、メニ

ュー開発を行っている。 

B 中 ・（教科外で）『食育』としてこども家庭支援課の管理栄養士に学年ご 

とに講話をしていただいている。 

1 年生 朝食について 

2 年生 スポーツ栄養 

3 年生 受験期の食事 

       ・（学校行事として）「地域交流学習会(小中一貫)」で『簡単な和菓子 

作り』『焼きそばづくり』などの講座を地域の方を講師に招き、調理 

実習をする。 

    C 中 ・外部の活用等は考えていない。 

特に家庭科に関しては非常勤講師の為、外部とのつながりをもつこ 

との難しさもある。 

        D 中 ・（教科外）『食育』として 2年生を対象にマリノスの食育講座をして 

        いただいている。     



【2】瀬谷区中学生の実態：アンケート調査結果の活用 

① A 中学校 2学年生徒  約 160 名（1年 学習状況調査より） 

図 1）勉強への興味・関心           図 2）授業で自分の意見が言える 

図 3）地域の行事への参加           図 4）人とのコミュニケーション 

 

A 中学校では勉強への興味・関心や地域の行事への参加については、横浜市の平均

とほぼ同じぐらいであるが、授業で自分の考えを発表できていると感じている生徒が

半数以上おり、市の平均を若干超えていた(図 1、2、3)。地域の行事に参加したり、

コミュニケーションをとったりすることが好きな生徒が多い特徴があり(図 4)、コミ

ュニケーション手段としてケータイやスマホの利用頻度が高い生徒もいる。学習面で

は、学習を苦手とする生徒が多く、読書時間や学習習慣が充分に定着していない傾向

がある。 

2 学年生徒は明るく人懐こく、活発な生徒が多い。体育祭、学校祭などの行事ではク

ラスで協力し、目標に向けて取り組んできた。学習に対しては意欲があるが、基礎・基

本がなかなか定着せず、結果につながらない生徒も多いため、自分に自信が持てず、自

尊感情が低く、消極的な生徒が多いという特徴もある。ことばのトラブルも未だに多く、

自分の考えや意見を発表することを苦にする生徒も多いため、学年で道徳・学活、総合
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100%

A 中(現2年)

横浜市平均

17.4

16.4

36.1

30.4

34.7
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よくしている どちらかと言えばしている
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無回答
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家庭分野
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そう思う どちらかと言えばそう思う
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その他 無回答
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そう思う ややそう思う あまりそう思わない そう思わない

的な学習の時間を中心に他者の気持ちを考え、コミュニケーション方法について考える

など、グループでの発表活動などの機会を設定し活動に取り組んできた。  

家庭では乳幼児のきょうだいがいる生徒もわずかにいるが、きょうだいがいなかった

り、末っ子である生徒も多くいたりする。そのため、日常的に異年齢の子どもと接して

いる生徒は少なく、異年齢の子どもとの関わりを苦手と感じる生徒も少なくないようで

ある。 

 

②A 中学校 技術・家庭科の意識調査（2年 1学総合的な学習の時間アンケートより） 

総合的な学習の時間で実施した各教科に対するアンケートで、『教科で学んできたこ

ことが、日常生活や学校生活、将来(テストや成績入試を除く)に役立つと思いますか』

という問いに対して約 76％の生徒は、「役に立つ」、「やや役に立つ」と回答しているが、

「役に立たない」と感じている生徒も約 24％いる(図 5)。1 学期は食生活分野の学習で

あったため、振り返りに今後習得したい知識や技能に「料理のレパートリー」「包丁の

技能を上達させる」などをあげる生徒が多かったが、「子どもや赤ちゃんへの接し方」

なども少数いた。国立政策研究所の調査結果に比べると、分野別の調査ではないので比

較は難しいが、A校の生徒の方が技術・家庭科で学んだことが将来役に立つと思う生徒

はやや少ないようである。将来の夢や目標に関しても市の平均に比べてやや低い傾向が

あるので、自尊感情が低いことなども多少影響していると考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5）技術・家庭科は将来役に立つか（A中 2年） 図 6）将来技術分野、家庭分野は役に 

立つか 

評価基準の作成、評価方法等の

工夫改善のための参考資料  

中学校技術・家庭（国立政策研究

所，平成 23 年 7 月) 

 

 

 



【3】授業実践 

（表 2） A 中   A 家族・家庭生活(2)  指導と評価の計画（12時間） 

時

間 

学習内容 評価 

関 工 技 知 評価規準 

１ 幼児の成長について考

えよう① ICT の活用 

◎   ○ 幼児の心身の発達の特徴について理解して

いる。(身体の発育、運動の機能) 

２ 幼児の成長について考

えよう② ICT の活用 

◎   ○ 幼児の心身の発達の特徴について理解して

いる。(言語、情緒、社会性) 

３ 子どもと家族との関わ

りについて考えよう 

○ ◎  ○ 幼児の発達を支える家族の役割について理

解し、関わり方について考えている 

４ 遊びの意義を考えよう 

ICT の活用 

主体的・対話的で深い学び 

○ ○  ◎ 幼児にとっての遊びの意義について理解し

ている。 

５ 幼児向けのおもちゃを

考えよう①（製作） 

ICT の活用 

○ ○   幼児の心身の発達に応じた遊び道具を考

え、製作できる。 

６ 幼児向けのおもちゃを

考えよう②（製作） 

○ ○ ◎  幼児の心身の発達に応じた遊び道具を考

え、製作できる。 

７ 触れ合い体験の準備を

しよう 

主体的・対話的で深い学び 

○ ◎  ○ 幼児の心身の発達や特徴を理解し、触れ合

い体験について考え、工夫し準備をしてい

る。 

８ 触れ合い体験  

外部資源の活用 

主体的・対話的で深い学び 

◎ ○ ○  幼児に関心を持ち、適切にかかわろうとし

ている。 

 

９ 体験の振り返りをしよ

う 

主体的・対話的で深い学び 

○ ◎  ○ 幼児の心身の発達や遊び、家族との関わり

などについて、観点に基づいて整理するこ

とができる。 

10 （研究授業） 

体験で得たことを発表

しよう（子どもの成長・

発達のまとめ） 

主体的・対話的で深い学び 

○ ◎  ○ 幼児の心身の発達に応じた関わり方につい

て観察や調査したことを生かして工夫し、

考えている。 

11 幼児向けのおもちゃを

考えよう③（製作） 

○ ○ ◎  触れ合い体験を生かし、幼児の心身の発達

に応じた遊び道具を工夫して製作できる。 

12 幼児向けのおもちゃを

考えよう④（製作） 

○ ○ ◎  触れ合い体験を生かし、幼児の心身の発達

に応じた遊び道具を工夫して製作できる。 



①触れ合い体験 (8/12 時間)  外部資源の活用 主体的・対話的で深い学び  

ⅰ）外部資源：瀬谷区役所 こども家庭支援課より保健師、助産師（計 2～3人） 

       地域の民生委員・主任児童委員（3～4名）、地域の親子 

ⅱ）主体的・対話的で深い学び：5～6人の班活動による体験、 

地域の方のインタビュー、子どもとの触れ合い  

（学習の展開） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（班ごとのまとめ） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



②【研究授業】触れ合い体験の振り返り、発表(10/12 時間) 主体的・対話的で深い学び 

ⅰ）主体的・対話的で深い学び：ジグソー班で発表 

（学習の展開） 

 学習活動 指導上の留意点 評価方法 

導入 

5 分 

本時の学習目標を確認 
する。 
 
 

本時の流れを確認する。 
触れ合い体験で感じたことや 
幼児の様子について思い出さ 
せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開

40 分 

触れ合い体験で活動し 
た内容や幼児の様子を 
振り返り、気づいたこと 
を他の班の人にわかり 
やすくまとめ、発表す 
る。 
      
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ジグソー班で発表する。 
 
 
 
 
 
 
幼児への関わり方を 
振り返り、よりよい関わ 
り方を考える。 
 
 
 
 
グループで話したこと 
を発表する。 

生活班で座らせる。  【5 分】 
前時にまとめた模造紙から内 
容を振り返り、発表内容の確認 
をさせ、3分で発表できるよう 
にポイントを確認させる。 
 
①・妊婦体験 

・人形抱っこ体験 
どちらかの体験をして気づい 
たことや感じたことを発表さ 
せる。 
 
②地域の親子のインタビュー 
から子どもとの関わり方や 
活動について気づいたこと、 
感じたことを発表させる。 
 
ジグソー班に移動する。 

  【移動 1分】 
      【3 分×6】 

時間内に発表が終わったグル 
ープは、質問や協議をして待つ 
ように促す。 
 
生活班に戻る 【移動 １分】 
 
事例を挙げてどのように対応 
するとよいか考えさせる。 
個人で考える     【3 分】    
生活班で発表し、話し合う 

【6分】 
 
（全体）       【6 分】 
各班で発表し、クラスで共有し 
合う。 

 
 
 
 
 
 
［関心］ 
幼児の遊びや発達の特徴、接 
し方などについて整理し、わ 
かりやすく伝えることができ 
る。（ワークシート） 
 
 
［工夫・創造］ 
幼児との触れ合い体験を通し 
て学んだ幼児の特徴をまとめ 
ようと工夫している。 
（ワークシート、模造紙） 
 
 
 
 

 
［知識・理解］ 
触れ合い体験を通して幼児の
発達や生活時間などの特徴に
ついて理解している。 
（ワークシート） 

 

 

 

まとめ 

5 分 

触れ合い体験の振り返

りをする。 

体験を通して学んだことやこ

れからの自分の生活に生かそ

うと思ったことをワークシー

トにまとめる。 

幼児だけでなく、周りの人と自

分の関わり方を考えさせる。 

 

 

 



ジグソー発表 ワークシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

触れ合い体験、発表後の生徒たちの感想 

「子育ての大変さを感じた」 

「1つの命が生まれるまでどれだけ大変かがわかった」 

「幼児でもいろいろなことができることがわかった、思っていたよりも赤ちゃん自身

にできることが多いことがわかった」 

「思っていたよりも重かった」 

「話せなくても伝えようとしていることがわかった」 

「生まれてからこれまでにいろいろな人々と関わっていたことがわかった」 

「1,２年間の成長のスピードがすごい、短い期間に随分と成長して変わっていくこと

がわかった」 

「母に対する考え方が変わった」 

「これからは、子どもを連れたお母さんや妊婦さんに座席を譲ろうと思う」 

「以前は泣き叫ぶだけでうるさいと思っていたが、接し方がわかったのでこれからは

優しく接し、静かにしようと思う」 

「小さい子のかわいさがわかった。どのように接すればよいかがわかれば小さな子と

楽しく遊んで触れ合えると思ったので好きになった。子どもでも個人差がたくさん

あってびっくりした」 

 

 

 



③総合的な学習の時間    教科等横断的な視点 

 9 月～10 月の総合的な学習の時間で 2 年生は『20 年後に住みよいまち』をテーマに

どのようなまちに住みたいか、どのようなことができるかで身近な問題を発見し、企画

を練ってきた。地域の安心、安全や環境について取り上げるグループが多い中で「子育

てのしやすいまち」「子どもが安心できるまち」をテーマに企画を練るグループもあっ

た。 

学校だより(2018 年 12 月号) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【4】アンケート調査の実施 

対象：触れ合い体験に協力していただいた地域の方  

実施日時：触れ合い体験実施日 10 月 25，26，29 日の 3日間の授業終了後  

（表 3）触れ合い体験参加者（地域の方） 

1 日目 2 日目 3 日目 計 

13 人 6 人 8 人 27 人 

 

 今回の触れ合い体験に協力してくださった地域の方は 3 日間で延べ 27 人、アンケー

トの回答は 23 人であった。回答者は 2 ヶ月から 3 歳の子どもの母親である。参加の動

機は、こども家庭支援課が毎月主催している行事(赤ちゃん教室など)がほとんどで、過

去 4年間の触れ合い体験に参加してくださった方や、A中学校の保護者もいた(図 7)。 

 

図 7）中学校の授業に参加した動機     図 8）授業に参加した感想 

図 9）中学生への期待           図 10）中学生と乳幼児の交流 

 

参加した感想は、ほとんどの方が「とてもよかった」「よかった」と感じてくださっ

ており(図 8)、中学生に期待することについては、現時点において『ない』と答える人

の方が半数以上で多く、「元気ならそれでよい」という回答もあった(図 9)。また、「以

87.0 

4.3 4.3 4.3 

区役所 中学校 友人 過去の参加者 その他

(単位 ％)

43.5 
52.2 

4.3 

とてもよかった よかった どちらでもない

よくない とてもよくない

(単位 ％)

21.7 

52.2 

26.1 

ある ない 無回答

(単位 ％)

95.7 

4.3 

希望する 希望しない

(単位 ％)



前、にこてらす（地域子育て支援拠点）で小・中学生のボランティアがいてとても助か

ったので子どもの遊び場に中学生が来てくれるとうれしい。」などの意見もあった。瀬

谷の地域で中学生が元気に明るく伸び伸びと過ごしていくことを望んでいる地域の方

が多いのだと感じた。また、今後中学生との交流については、多くが賛成してくださり、

「いつも道でよく中学生とすれ違うけれど、こうやって実際に触れあってみるといい子

たちだとわかった。」と中学生に対して好意的な印象をもってくださったこともわかっ

た(図 10)。記述の中に、控え室の窓やカーテンの開閉、床の砂ぼこりなどの環境面の問

題をあげている方が数名いた。協力をしていただくためにも来年度は環境面を改善でき

るようにしっかりと検討し、準備に気をつけたい。 

 

 （参加者の感想・要望） 

「中学生とかかわる機会がないので新鮮だった。折り紙のプレゼントをもらえて（子

どもが）喜んでいた。」 

「中学生の子たちとかかわる機会が普段はないので息子にとっても遊んだりしても

らったことがいい刺激になったと思う。」 

「赤ちゃんを抱っこすると『わ～、小さい』『どう抱っこすればいいですか』と。普

段触れ合う機会がないのかなと感じた。興味をもってもらえたらうれしい。」 

「子育てのことについて、人に話す機会はあまりないため、いい体験だった。」 

「きょうだいがいない子や触れ合ったことのない子たちには、よい機会だと思う。思

春期になると、いろいろなことが大変なので小さな子どもと触れ合って心も落ち着

くのではないかなと思う。」 

「出産時の大変さよりも出産してからの大変さの方が大きいと思うのでそちらにも

意識が向くような授業だといいなと思った。産むのは大変！という前提なので、産

むのなんて数時間で大丈夫！とか言いづらい。」 

「控え室に寝かせておけるスペースがあると助かる。控え室のカーテンが開いている

と子どもの気分が変わると思う。」 

「待機している部屋の砂がすごくて、もう少しきれいだとよかった。」 

「もう少し積極的に(中学生が)赤ちゃんと触れ合ってもよかったと思います。」 

 

 

５ まとめと考察 

【1】研究授業での生徒の反応、様子から 

 今回は、準備から学習発表にかけて班での活動を中心に行った。地域の方に協力して

いただき、子どもたちが子どもの成長や発達の特徴の理解を深めながら学習の成果をま

とめていった。まず、教科等横断的な視点でみると、総合的な学習の時間で『将来の街

づくり』をテーマに学習を進めてきたことは、多くの班ではないにしても地域の課題に



注目し、関心を高めることはできた。学習していることが区役所に関わる人々の活動、

地域の生活や問題ともつながり、日常で感じられる課題に意識的に目を向けることがで

きた生徒も多かった。また、総合的な学習の時間の他、各教科の活動においても班で話

し合いや発表をする機会が多くなったことで、発表そのものにも慣れ、ジグソー学習が

効果的に働いたと考えられる。 

次に外部資源の活用に関しては、子どもに関わる専門の方々の話を聴いたり、様々な

体験をしたりすることで、生徒たちの学びの意欲は高まり、ワークシートの書き取りや

感想、一人ひとりの発表している生き生きとした姿からも主体的に取り組んでいるよう

に感じられた。子どもたちの言動や家族との関わりをよく観察しており、短い活動時間

の中で発達年齢、月齢の違いや子どもの特徴、心情の変化などもしっかりと読み取り、

触れ合い体験後の授業でも幼児向けのおもちゃの製作をしながら、当日の様子や関わり

を振り返り、よい表情で話をする生徒が多くいた。 

生徒たちの身近な問題に対して自らが課題を見つけ、問題解決を図っていく過程にお

いて生徒の主体性が向上している姿が見られ、専門家や地域の方、生徒間での対話の中

で深い学びにつながっているように感じた。反面、体験や発表に比重を置いた学習活動

では、時間数の問題もあり、生徒一人ひとりの知識に偏りがでてしまったり、基礎的・

基本的な知識そのものが少なくなったりすることが考えられ、今後活動を継続していく

うえでの課題は残る。習得した知識や技能を充分に活用して問題解決する力を育ててい

けるように学習過程を適切に組み立てる必要がある。 

 

【2】外部(専門家・地域の方)の反応から 

地域の方の参加は子どもの母親が多いが、祖母と共に参加してくださった家族もいた。

都合のよい日時で 1 クラスだけ参加してくださる方や多くの方は 2 日間参加してくだ

さり、3日間連続で協力してくださった方も二組いらした。例年ではご夫婦そろって参

加してくださる家族もいて、父親からの話を子どもたちも興味深く聴いている。   

地域の方の調査結果からは、地域の中で中学生との接点が少ない方が多い中で、自分

の体験や日常の話をする機会があってよかったと感じた人や、子どもの反応から中学生

に対して好意的に感じてくださった方も多いことから外部資源の活用は双方に有効で

あると感じている。 

生徒たちの関心や意欲は高いと感じるが、触れ合い体験で地域の方を前に緊張する生

徒もおり、グループ活動を予定通り進行できなくなる班もある。日頃から地域の方と接

し、積極的に関わりをもっていくことで改善をしていきたい。学習活動以外でも地域の

方とのつながりを大事にしていくことが必要であると感じる。 

しかし、外部の方に協力していただくために打ち合わせや事前準備に時間を要するこ

とが多いため、各校の技術・家庭科の職員が 1人あるいは 2人の少ない体制では負担も

多く、軌道にのるまでは大変で問題もある。 



 

事後に子ども家庭支援課の職員の方からいただいたご意見 

 学校、民生、主任児童委員、保健師さんに手伝ってもらって、協力者を募るのは、

地域とのつながりがあり、よいと思います。先生に連絡、調整をして頂き、有難いで

す。 

 学習活動の流れでは生徒が班ごとに司会を決めているのに、実際に母親たちに会

うと質問ができなくなり、時間が過ぎてしまうのがとてももったいないと思いま

す。事前に質問を考えているので、その場でしっかり質問して聞き取り、母子と交

流できるように準備をしていただけるとよいと思います。 

 妊婦体験、赤ちゃん人形抱っこ体験も積極的なクラスもあれば、お互いに嫌がっ

て時間が経過することもあるので、時間が少ない中での体験なので、積極的に参加

してもらえると有難いです。先生方にもいつも準備、実施をしていただき、ありが

とうございます。 

 

【3】外部資源有効活用についての課題と実践に向けて    

技術・家庭科の学習活動において現時点で外部資源を活用している学校は、区内では

A 校の 1 校である。その背景には第 1 に実現に向けて学校内の事情(時間、時期、行事

など)で外部との連絡調整が難しいことがあげられる。2 つ目に技術・家庭科の正規職

員が少ない地域であるため、長期において継続し、つながりを維持していくことを考え

ると外部との関係や活動を引き継いで実現していくことが難しい。また、綿密に計画を

立てて依頼に伺っても協力していただけなかったりしたことも実際にあった。学級数の

多い大規模校では、何度も来校していただく依頼はしにくいという問題点もある。さら

に、地域の方の協力がどれだけ得られるかも不安材料の 1つで、今回の活動の場合は子

どもたちの体調や天気などで当日の参加者が読めないこともある。 

しかし、生徒が地域の行事への参加や人とコミュニケーションをとることを好んでお

り、地域の方も好意的で学習活動に協力してくださるのであれば、協同で学習を進めて

いくことは生徒にも有効であり、深い学びにつながるということが今回確認できた。 

今後のカリ・マネ作成に向けて瀬谷区の地域性を生かした活動を検討していくと、技

術分野としては土地や産業を生かし、『生物育成』に関する単元で地元の農家の方に来

ていただくことが考えられる。また、子どもの施設のほか高齢者施設も各地域に多数点

在しており、それらの訪問や交流による体験や講話なども家庭分野の学習に組み入れて

いくことは可能であると考えている。 

今後、新学習指導要領に向けたカリキュラム作成や外部資源を活用した授業実践の実

現に向けて各校で様々な課題が残る中、各地域のコーディネーターを活用して連携し、

協同的に活動することができれば技術・家庭科の職員の不安や負担も少なく、地域や学

校の特色を生かした実践を試みやすくなると感じた。  
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